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盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
さ
ま

に
は
お
変
わ
り
も
な
く
、
お
元

気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

平
素
は
、
松
山
市
高
齢
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
事
業
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
か
ら
引
き
続
い

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
す
が
、
今
年
も
新
年

度
早
々
か
ら
従
来
型
の
ウ
イ
ル

ス
に
か
わ
り
感
染
力
の
よ
り
強

い
変
異
株
が
主
流
と
な
っ
て
、

東
京
、
岐
阜
、
愛
知
、
大
阪
、

兵
庫
な
ど
を
中
心
に
都
道
府
県

を
越
え
て
全
国
的
に
感
染
が
急

激
に
拡
大
し
、
第
四
波
が
形
成

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
愛
媛
県
で

も
変
異
株
の
感
染
拡
大
回
避
に

向
け
て
、
県
独
自
の
警
戒
レ
ベ

ル
を
最
高
の
「
感
染
対
策
期
」

に
引
き
上
げ
て
こ
れ
に
対
処

し
、
併
せ
て
国
か
ら
は
「
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
発
令

さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

当
連
合
会
と
致
し
ま
し
て

も
、
会
員
の
命
と
健
康
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
に
捉
え
、
た
だ

ち
に
松
山
市
や
関
係
団
体
と
連

携
し
、
当
面
四
月
か
ら
六
月
ま

で
の
各
種
行
事
は
ひ
と
ま
ず
中

止
と
い
う
こ
と
で
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
折
、
松
山
市
で

は
五
月
三
十
一
日
か
ら
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

順
調
に
進
み
、
希
望
者
の
大
半

が
七
月
末
ま
で
に
二
回
目
の
接

種
を
終
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

免
疫
力
ア
ッ
プ
と
か
重
症
化

防
止
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
ま
ず
は
一
安
心
と
い
う
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ま
も
ご
承

知
の
と
お
り
、
愛
媛
県
に
対
す

る
国
か
ら
の
「
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
」
は
す
で
に
解
除
さ

れ
、
県
の
警
戒
レ
ベ
ル
も
「
感

染
警
戒
期
」
へ
と
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
昨
年
は
こ
れ
よ

り
も
ワ
ン
ラ
ン
ク
下
の
「
感
染

縮
小
期
」
か
ら
ク
ラ
ブ
活
動
を

再
開
し
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り

ま
す
の
で
、今
し
ば
ら
く
は「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
基
づ
く
感

染
防
止
対
策
の
徹
底
が
望
ま
れ

ま
す
。

次
に
、
年
内
の
イ
ベ
ン
ト
行

事
で
す
が
、
九
月
三
日
に
は
愛

媛
県
民
文
化
会
館
で
、
愛
媛
県

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
行
事
に
は
八
幡
浜

出
身
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
二
宮
清
純
さ
ん
が
、
再
来

年
に
開
催
予
定
の
第
三
十
五

回
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
笑
顔
の
え
ひ
め

２
０
２
３
）
に
つ
い
て
ご
講
演

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
十
月
二
十
九
日
に
は

県
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て
愛

媛
県
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大

会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

後
日
、
地
区
連
会
長
あ
て
に
参

加
募
集
の
ご
案
内
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

さ
ら
に
十
一
月
十
七
日
に
は

第
五
十
回
と
い
う
節
目
の
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
香
川
県
の

高
松
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
同
大
会
で

は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
健
康
づ

く
り
と
地
域
の
支
え
あ
い
活
動

に
つ
い
て
事
例
発
表
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
ま

せ
。こ

の
機
関
紙
が
皆
さ
ま
の
お

手
元
に
届
く
頃
に
は
、
東
京
五

輪
も
始
ま
っ
て
い
る
か
と
思
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
の
画
像
を
見
な

が
ら
、
日
本
選
手
団
の
活
躍
に

温
か
い
エ
ー
ル
を
送
ろ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
ガ
ン
バ
レ
、

日
本
‼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収

束
す
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

感
染
拡
大
を
予
防
し
な
が
ら
、

一
日
も
早
く
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
高
齢
ク

ラ
ブ
活
動
と
は
何
か
」
に
つ
い

て
地
区
連
合
が
中
心
と
な
っ
て

実
態
調
査
に
取
り
組
み
、
年
度

内
に
統
括
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
併
せ
て
各
ク
ラ
ブ
の

今
後
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
て

ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

松山城小天守　【松山城小天守　【写真提供】松山市写真提供】松山市

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

あおば眼科クリニック

あおば眼科クリニック

あおば眼科クリニック

ますます有利

一般土木
舗装部
一般土木
舗装部 介護事業介護事業 電気

空調部
電気
空調部

廃棄物
収集運搬
廃棄物
収集運搬

病院長

－発　行－
松山市高齢クラブ連合会

〒　790-0808
松山市若草町８番地２
（松山市総合福祉センター内）
電 話　089-921-2161
FAX　089-934-2221

編集協力／株式会社 博報社
〒 547-0026

大阪市平野区喜連西4-6-69
電 話　06-6797-0212

第129号



（ 2 ）第 129 号令和 3年（2021 年）8月発行 松山高連

生
き
る
と
は
、
生
き
が
い
と

は
、
世
に
さ
ま
ざ
ま
あ
れ
ど
女

と
し
て
、
母
と
し
て
、
今
老
婆

と
言
わ
れ
て
の
、
日
々
。
人
生

八
十
七
年
、
七
人
兄
弟
の
長
女

と
し
て
、
口
に
は
出
せ
ぬ
ほ
ど

の
人
生
を
歩
ん
で
き
た
今
、
生

き
が
い
と
は
、「
何
」
と
自
分

に
問
う
。

振
り
返
り
見
て
、
わ
が
歩
み

し
道
は
艱か

ん
な
ん
し
ん
く

難
辛
苦
の
道
、
敗
戦

の
イ
ヤ
と
言
う
ほ
ど
の
苦
、
私

ば
が
り
で
は
な
い
、
口
に
出
す

に
は
、
あ
ま
り
に
も
、
あ
ま
り

に
も
…
の
地
獄
の
ご
と
き
敗

戦
の
後
の
様
…
そ
の
中
か
ら
見

事
に
這
い
出
た
日
本
の
姿
な
れ

ど
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
の

違
い
て
、
自
分
の
口
か
ら
出
る

言
の
葉
あ
ま
り
美
し
い
と
は
思

わ
ぬ
。
振
り
返
り
見
て
、
波
乱

万
丈
の
わ
が
人
生
歩
み
し
道
の

八
又
、
一
つ
一
つ
筆
な
せ
ば

三
六
五
日
で
は
不
足
と
思
う
ほ

ど
の
女
の
道
、
飛
び
散
る
涙
の

よ
く
ぞ
有
り
て
か
、
と
そ
の
た

び
ご
と
の
涙
の
色
の
違
い
て
、

味
も
ま
た
ニ
ガ
ク
、
シ
ブ
ク
、

カ
ラ
ク
、
時
に
は
ア
マ
ク
も
あ

っ
た
。

敗
戦
の
引
き
揚
げ
帰
国
の
振

り
出
し
に
、
生
ま
れ
し
国
と
の

色
違
い
…
国
や
ぶ
れ
て
の
人
生

二
度
目
の
始
ま
り
で
あ
る
。
青

春
と
思
え
る
ほ
ど
の
豊
か
さ

も
な
く
、
学
生
生
活
と
も
オ
サ

ラ
バ
、
学
び
や
も
足
の
遠
の
く

日
々
、
父
の
失
業
の
煽
り
で
苦

が
続
く
五
指
で
は
足
り
ぬ
ほ
ど

の
バ
イ
ト
…
で
日
が
暮
れ
る
。

昼
夜
絶
え
間
な
く
働
く
賃
金

は
、
す
べ
て
母
へ
手
渡
し
生
活

費
と
な
っ
た
。
九
人
家
族
の
長

女
と
し
て
の
運
命
を
心
な
ら
ず

も
「
イ
ヤ
」
と
頭か

ぶ
り

振
れ
ぬ
わ
が

道
。そ

ん
な
青
春
の
日
々
で
あ
っ

た
中
で
も
…
「
恋
」
わ
が
初
恋
。

片
想
い
の
ス
ッ
パ
サ
、
味
は
味

と
し
て
、
友
人
と
し
て
の
交
流

は
八
十
六
年
の
人
生
に
今
も
続

く
不
思
議
な
る
人
生
で
あ
る
。

子
を
授
か
り
孫
を
授
か
り
、
今

ひ
孫
と
の
じ
ゃ
れ
て「
バ
ァ
バ
」

と
呼
ば
れ
て
暮
れ
行
く
日
々
の

楽
し
さ
、
あ
ゝ
我
に
、
こ
の
よ

う
な
人
生
が
残
っ
て
い
た
と

は
、
こ
の
涙
こ
そ
金こ

が
ね

の
涙
、
枯

れ
ず
に
あ
っ
た
涙
で
あ
る
。
思

い
出
せ
ば
限
り
が
な
く
、
小
六

の
日
々
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
ヤ

ミ
米
の
買
い
出
し
、
汽
車
に
乗

り
大
洲
へ
と
、
山
奥
の
農
家
ま

で
の
坂
道
を
歩
い
て
…
帰
り
は

リ
ュ
ッ
ク
も
重
た
く
、
そ
れ
で

も
父
の
足
に
負
け
じ
と
歩
い

た
。
ま
た
あ
る
時
は
大
八
を
引

き
伊
予
の
松
前
へ
野
菜
類
の
買

い
出
し
、
ご
近
所
の
方
々
が
駆

け
つ
け
、
ア
ッ
と
言
う
間
に
売

り
切
れ
…
そ
の
よ
う
に
し
て
の

生
き
延
び
た
日
々
、
今
思
え
ば

父
も
大
変
な
日
々
だ
っ
た
と
思

う
。
イ
ヤ
父
だ
け
で
は
な
い
、

敗
戦
跡
の
苦
し
さ
、
何
の
た
め

の
「
戦
」、
何
の
た
め
に
殺
し

合
う
。
神
代
の
昔
か
ら
延
々
と

続
く
戦
い
を
良
し
と
し
て
、
何

の
た
め
に
と
思
う
。
人
生
反
省

の
日
々
の
中
、
ふ
と
ペ
ン
を
執

り
…
一
筆
の
始
ま
り
を
詠
む
こ

と
の
「
タ
ノ
シ
サ
」
を
イ
ヤ
人

生
読
む
こ
と
で
懺
悔
と
ペ
ン
を

執
り
、
舌
足
ら
ず
の
わ
が
短う

た歌

に
も
春
が
来
た
り
賞
を
い
た
だ

く
。
第
三
の
人
生
の
始
ま
り
、

こ
れ
ぞ
わ
が
人
生
の
「
置
き
み

や
げ
」
と
小
さ
く
笑
っ
て
、
わ

れ
に
死
を
与
え
ら
れ
る
日
ま
で

ペ
ン
を
置
く
こ
と
な
く
心
の
お

も
む
く
ま
ま
に
と
。

人
生
波
乱
万
丈
と
は
こ
の
こ

と
と
。
あ
ゝ
東
の
空
の
陽
光
の

美
し
さ
、
こ
の
光
を
あ
び
て

今
日
一
日
を
、
無
事
に
生
か
さ

れ
た
く
合
掌
…
ア
ッ
ひ
孫
た
ち

の
バ
ァ
バ
ー
の
声
が
遙
か
よ
り

…
…
そ
し
て
、
イ
ヤ
残
さ
れ
た

命
の
日
々
の
「
生
き
が
い
」
と

は
…
…
。

わ
が
家
で
は
息
子
夫
婦
が
パ

ソ
コ
ン
教
室
を
営
ん
で
い
る
た

め
、
日
々
の
食
事
は
こ
の
老
い

た
手
で
…
食
費
を
預
か
り
そ
の

予
算
の
中
で
の
メ
ニ
ュ
ー
作

り
。
そ
し
て
一
週
間
ご
と
の
ま

と
め
買
い
を
し
て
、
そ
の
空
き

時
間
を
「
生
き
が
い
」
そ
う

八
十
路
女
の
こ
れ
ぞ
「
生
き
が

い
」
ペ
ン
を
持
ち
、
俳
句
、
川

柳
、
短
歌
、
そ
し
て
艶
歌
と
書

き
あ
げ
る
。作
詩
の
中
の
一
つ
、

カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
新
村
た
か
し

先
生
の
あ
り
が
た
き
お
心
で
私

の
書
き
あ
げ
た
詩
に
「
曲
」
を

つ
け
て
く
だ
さ
り
一
枚
の
Ｃ
Ｄ

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
あ
ゝ

残
り
の
命
、
わ
が
人
生
に
こ
の

よ
う
な
幸
せ
が
あ
っ
た
と
は
、

あ
ゝ
残
り
の
命
、
わ
が
人
生
に

こ
の
よ
う
な
幸
せ
が
あ
っ
た
と

は
…
も
う
鼻
天
狗
な
し
て
ま
す

ま
す
ペ
ン
を
離
す
こ
と
が
で
き

ず
、
暇
を
見
つ
け
て
は
次
々
と

文
字
に
し
て
い
く
。
錆
び
て
い

く
老
の
脳
に
「
活
」
を
入
れ
て

こ
れ
こ
そ
が
「
生
き
が
い
」
ペ

ン
を
持
て
ば
「
愛
」
と
い
う
文

字
も
「
好
き
」
と
い
う
文
字
も

大
き
く
、
大
き
く
書
け
る
。

人
間「
愛
」を
失
え
ば「
ツ
ヤ
」

も
な
く
脳
が
「
衰
え
」
そ
し
て

自
分
が
何
者
か
も
「
ワ
カ
ラ
ナ

イ
」
老
人
ボ
ケ
と
く
る
。
あ
ゝ

あ
の
世
へ
の
旅
立
ち
に
は
、子
、

孫
、
ひ
孫
の
顔
を
し
っ
か
り
と

見
極
め
て
行
き
た
い
、
と
。
自

分
が
「
誰
」
と
わ
か
ら
ず
の
ま

ま
で
旅
立
ち
た
く
な
い
。
あ
ゝ

今
朝
も
早
々
と
ペ
ン
を
持
ち
ア

イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
ケ
コ
五
十
音

の
中
か
ら
文
を
な
す
。

こ
れ
ぞ
八
十
路
女
の
生
き
が

い
で
あ
る
。

「
生
き
が
い
」と
は

「
生
き
が
い
」と
は

和
泉
南
双
葉
会

和
泉
南
双
葉
会　

福
田
ま
ゆ
み

第第
4545
回回 
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文
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みみ
賞 高 齢 ク ラ ブ 名 氏 　 名

優 秀 和 泉 南 双 葉 会 福 田 ま ゆ み

◆第45回高齢者の主張作文入賞表彰

地区名 高 齢 ク ラ ブ 名 結成年月日

東　雲 御 幸 ク ラ ブ 令和3年 4月 1日

◆特別表彰（クラブ結成）

地区名 高 齢 ク ラ ブ 名 氏 　 名

石　井 越 智 鶴 寿 会 宮 川　 俊 一

新　玉 八 千 代 会 岡 田　 定 徳

雄　郡 い く し 南 寿 会 岩 田　　 隆

生　石 高岡団地若宮クラブ 坂 東　 梅 生

味　生 清 住 ひ ま わ り 会 曽 余 田　 保

【個人】

◆松山市高齢クラブ連合会会長表彰

令和3年度 被表彰者一覧（敬称略）

（2名以上純増クラブ）◆会員純増表彰

地区名 高 齢 ク ラ ブ 名 純増数

素　鵞 枝 松 親 老 会 12

荏　原 津 吉 町 高 齢 ク ラ ブ 11

余　戸 余 戸 鶴 寿 会 8

石　井 星 岡 寿 楽 会 7

石　井 和 泉 南 双 葉 会 6

石　井 土 居 高 齢 ク ラ ブ 6

由　良 由 良 桃 寿 会 6

伊　台 下 伊 台 第 一 高 齢 ク ラ ブ 5

石　井 天 山 福 寿 会 5

余　土 市 坪 老 友 会 5

石　井 椿 野 高 齢 ク ラ ブ 4

新　玉 古 照 高 齢 ク ラ ブ 福 寿 会 4

新　玉 本 村 あ や め 会 4

生　石 高 岡 高 齢 ク ラ ブ 4

余　土 市 坪 平 成 ク ラ ブ 4

東　雲 持 田 中 若 宮 ク ラ ブ 3

石　井 和 泉 市 住 仲 良 し ク ラ ブ 2

荏　原 小 村 町 高 齢 ク ラ ブ 2

荏　原 高齢クラブ東方団地悠友会 2

素　鵞 立 花 二 丁 目 寿 会 2

潮　見 谷 町 長 生 会 2

河　野 別 府 若 宮 会 2

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

医療の質の向上をICTでサポート

代表取締役 金 子 佳 恵
本　　　 社／愛媛県松山市姫原3丁目5番1号

Tel ： 089（925）9236 ㈹
香川営業所／香川県丸亀市飯野町西分 510ー５

Tel ： 0877（43）7206 ㈹
徳島営業所／徳島県板野郡北島町鯛浜字原88ー8 三恵ビル2F

Tel ： 088（679）9851 ㈹

https://smc-ans.com/

Tel  ： 089（927）7312㈹愛媛県松山市姫原３丁目５番１号
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令和3年度令和3年度　事業予定　事業予定 松山市高連の動き

役 職 名 氏 　 　 名 地 区
会 　 長 今村　　旭 石　井
副 会 長 兵頭　德彦 桑　原
副 会 長 小黒　　聰 清　水

副会長・ブロック長代表 門野庄太郎 中島東
副 会 長 徳本　睦英 新　玉
副 会 長 中村惠美子 久　米
芸能・文化部長 村木　敏明 久　米
保 健 体 育 部 長 乘松　賢二 宮　前
女 性 部 長 長谷川妙子 生　石
若 手 委 員 長 門屋　　淳 清　水
総務・教養部長 副会長で構成

月 日 行　事　名 場所／内容説明

8

4 ㈬ 芸能・文化部会 小会議室（13:30 ～）

6 ㈮ 運営委員会
第２回地区連合会長会

小会議室（10:00 ～）
中会議室（13:30 ～）

18 ㈬ 若手委員会 小会議室（9:30 ～）

20 ㈮ 松山市高齢者ゲートボール大会
組み合わせ会 小会議室

21 ㈯ 第51回 高齢者趣味の作品展
～25日㈬まで

準備20日㈮（15：00～）
伊予鉄高島屋

四国老人クラブ大会（中止）

9

3 ㈮ 愛媛県老人クラブ大会 愛媛県県民文化会館 サブホール

松山市福祉大会（市社協） 市民会館 大ホール

9 ㈭ 高齢クラブクロッケー中島大会 中島西中港グラウンド

14 ㈫ 松山市高齢者ゲートボール大会 拓川市民運動広場
（予備日 9/16 ㈭ or9/17 ㈮）

16 ㈭ 高齢者週間行事　囲碁大会
松山市老人福祉センター
8/1 号広報まつやまで案内予定

17 ㈮ 高齢者週間行事 将棋大会　

20 ㈪ 高齢者週間行事
あんま・マッサージ（中止）

クラブ活動室、茶室（敬老の日）
8/1 号広報まつやまで案内予定

24 ㈮ 若手委員会（予備日 27日） 小会議室（9:30 ～）

29 ㈬ 運営委員会 小会議室（10:00 ～）

10

13 ㈬ 女性リーダー研修会 大会議室
（準備 10/12㈫ 13：00～）

14 ㈭ 若手委員会（歩いて歌おう会） 大会議室（8:30 ～）

高齢クラブクロッケー北条大会 北条公園法橋運動広場

29 ㈮ 愛媛県老人クラブスポーツ大会 愛媛県総合運動公園
（松山市上野町）

30 ㈯ ねんりんピック岐阜大会 10/30㈯～11/2㈫

11

10 ㈬ 第49回松山市高齢クラブスポー
ツ大会 総合コミュニティセンター体育館

17 ㈬ 第50回全国老人クラブ大会　 香川県

24 ㈬ 第3回地区連合会長会 中会議室（13:30 ～）

若草福祉まつり 2021 総合福祉センター

12
15 ㈬ 若手委員会 小会議室（9:30 ～）

県老連女性リーダー研修会

1 31 ㈪ 機関紙「松山高連」1月号発行 投稿締切 10月末日

2

1 ㈫ 教養講座受講生募集 2/1 号広報まつやまで案内予定
（申し込み期限 2/12 ㈯予定）

16 ㈬ 若手委員会 小会議室（9:30 ～）

17 ㈭ 高齢クラブ囲碁大会
松山市老人福祉センター

18 ㈮ 高齢クラブ将棋大会　

24 ㈭ 運営委員会
第４回地区連合会長会

小会議室（10:00 ～）
中会議室（13:30 ～）

3

2 ㈬ 運営委員会 小会議室（10:00 ～）

22 ㈫ 第 2回理事会 小会議室（13:30 ～）

県老連理事会・評議員会（３月中下旬）

◆運営委員会
令和 3年 4月 7日㈬　※中止
令和 3年 5月 14日㈮　※中止
令和 3年 6月 4日㈮　※中止
令和 3年 8月 6日㈮　10時～
令和 3年 9月 29日㈬　10時～
令和 4年 2月 24日㈭　10時～
令和 4年 3月 2日㈬　10時～
○行事計画の決定
○当面する諸問題の協議

◆理事会
第 1回 令和 3年 6月 14日㈮※書面開催（議決）
○令和 2年度事業実施報告
○ 令和 2年度一般及び特別会計決算報告

第 2回 令和 4年 3月 22日㈫ 13時 30分～
○令和 4年度事業予定計画
○ 令和 4年度一般及び特別会計予算案について

◆地区連合会長会
第 1回 令和 3年 5月 28日㈮※書面開催
○令和 2年度事業実施報告
○ 令和 2年度一般及び特別会計決算報告
○ 直近の事業内容について協議

第 2回 令和 3年 8月 6日㈮ 13時 30分～
○直近の事業内容について協議

第 3回 令和 3年 11月 24日㈬ 13時 30分～
○ 直近の事業内容について協議

第 4回 令和 4年 2月 24日㈭ 13時 30分～
○令和 4年度事業予定計画
○会長表彰候補者の推薦
※ 予定は変更することがあります。案内にてご確認ください。

松山市高連の動き松山市高連の動き

暑中見舞い申し上げます。暑中見舞い申し上げます。
今年度も活気あるクラブ活動に
取り組んでまいります！取り組んでまいります！

運 営 委 員 会運 営 委 員 会

今今 に

成総務

（任期　令和2年4月1日～令和4年3月31（任期　令和2年4月1日～令和4年3月31日）日）
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【
目
的
達
成
の
た
め
の
活
動
】

⒈
高
齢
ク
ラ
ブ
組
織
の
充
実
強
化
に

つ
い
て

①
「
会
員
増
強
運
動
」
は
、
年
間
一

ク
ラ
ブ
二
名
純
増
を
目
標
に
、
高

齢
ク
ラ
ブ
未
加
入
者
の
勧
誘
お
よ

び
未
結
成
地
区
の
設
立
促
進
等
、

会
員
増
強
へ
積
極
的
に
取
り
組

む
。ま
た
、会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
継
続
、
実
施
す
る
。

②
高
齢
ク
ラ
ブ
の
事
業
内
容
の
充
実

に
努
め
る
。

③
地
区
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
組
織
、

運
営
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、連

絡
調
整
を
充
実
化
す
る
た
め
、各
ブ

ロ
ッ
ク
別
指
導
者
研
修
会
の
推
進

お
よ
び
援
助
に
努
め
る
。

④
松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
大
会
を
実
施

す
る
。

⑤
地
区
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
の
若

手
委
員
会
あ
る
い
は
女
性
委
員
会

の
設
立
を
促
し
、
若
手
リ
ー
ダ
ー

お
よ
び
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

努
め
る
。

⒉
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
・
運
営

に
つ
い
て

松
山
市
よ
り
指
定
管
理
者
の
指
定

を
受
け
て
い
る
次
の
施
設
に
つ
い

て
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
に
努

め
る
。

・
松
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

松
山
市
若
草
町
八
番
地
二

・
松
山
市
鷹
子
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

松
山
市
鷹
子
町
七
四
〇
番
地

・
松
山
市
中
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

松
山
市
中
村
三
丁
目
二
番
三
十
四
号

⒊
高
齢
者
の
健
康
・
生
活
等
の
相
談

に
つ
い
て

松
山
市
福
祉
事
務
所
、
松
山
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
松
山
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
松
山
市
福
祉
総
合

窓
口
等
と
の
連
絡
協
調
お
よ
び
利
用

促
進
を
図
る
。

⒋
高
齢
ク
ラ
ブ
の
社
会
奉
仕
活
動
に

つ
い
て

①
高
齢
者
相
互
の
支
援
活
動
事
業
の

推
進
に
努
め
る
。

◆
独
居
高
齢
者
に
対
す
る
「
愛
の
一

声
」
運
動
の
実
施

◆
寝
た
き
り
高
齢
者
に
対
す
る
慰
問

激
励
の
実
施

◆
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
文
化
等
の

交
流
の
実
施

◆
転
居
者
を
あ
た
た
か
く
迎
え
る
運

動
の
実
施

②
河
川
水
路
、
道
路
、
公
園
、
神
社

仏
閣
、
公
共
的
施
設
の
清
掃
等
の

奉
仕
活
動
を
実
施
す
る
。

③
松
山
市
民
大
清
掃
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
奨
励
す
る
。

⒌
教
養
を
高
め
る
た
め
、
研
修
会
、

研
究
会
、
講
演
会
等
へ
の
積
極
的

な
参
加
に
つ
い
て

①
県
・
市
主
催
の
高
齢
者
大
学
校
等

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
奨
励
す

る
。

②
自
己
啓
発
の
た
め
、
高
齢
者
向
け

の
研
修
会
、
講
演
会
等
へ
の
参
加

を
奨
励
す
る
。

③
高
齢
ク
ラ
ブ
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
を
開
催
す
る
。

④
松
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
若

草
・
鷹
子
・
中
村
の
三
施
設
）
に

教
養
講
座
を
開
講
し
、
で
き
る
限

り
多
く
の
受
講
機
会
を
用
意
し
、

利
用
者
の
要
望
に
沿
う
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
の
実
施
に
努
め
る
。

◆
松
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
若

草
）
の
教
養
講
座
（
十
二
講
座

の
開
設
）

民
謡
、
絵
手
紙
、
吟
詠
、
陶
芸
（
手

び
ね
り
）、
大
正
琴
、
カ
ラ
オ
ケ

（
A
・
B
コ
ー
ス
）、
皮
革
工
芸
、

茶
道
（
抹
茶
）、
俳
句
、
社
交
ダ

ン
ス
、
料
理

◆
鷹
子
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
教
養

講
座
（
十
二
講
座
の
開
設
）

茶
道
（
抹
茶
）、
ペ
ン
習
字
、
手

芸
（
簡
単
手
編
み
）、
パ
ソ
コ
ン

（
基
礎
コ
ー
ス
）、
パ
ソ
コ
ン
（
応

用
コ
ー
ス
）、
ち
ぎ
り
絵
、
絵
手

紙
、
シ
ニ
ア
ヨ
ガ
（
A
・
B
コ
ー

ス
）、カ
ラ
オ
ケ
（
A
・
B
コ
ー
ス
）、

俳
句

◆
中
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
教
養

講
座
（
三
講
座
の
開
設
）

絵
手
紙
、シ
ニ
ア
ヨ
ガ
、陶
芸
（
手

び
ね
り
）

⒍
高
齢
者
の
健
康
の
維
持
増
進
、
健

や
か
で
充
実
し
た
生
活
の
実
現
に

つ
い
て

①
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
た

め
、
高
齢
者
の
健
康
診
断
の
受
診

を
奨
励
す
る
。

②
健
康
体
操
な
ど
の
高
齢
者
向
け
運

動
の
普
及
啓
発
活
動
を
推
進
す

る
。

③
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
す
る
。

④
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
す

る
。

⑤
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
実

施
す
る
。

⑥
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
を
中
島
地
区
に

お
い
て
実
施
す
る
。

⑦
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
実
施
す
る
。

⑧
輪
投
げ
大
会
を
実
施
す
る
。

⑨
愛
媛
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
を
奨

励
す
る
。

⑩
芸
能
大
会
を
実
施
す
る
。

⑪
高
齢
者
趣
味
の
作
品
展
を
実
施
す

る
。

⑫
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
実
施
す
る
。

⑬
高
齢
者
の
虐
待
防
止
に
関
す
る
啓

発
の
た
め
の
学
習
な
ら
び
に
会

議
、
研
修
会
へ
参
加
す
る
。

⑭
松
山
市
主
催
の
高
齢
者
週
間
行
事

「
囲
碁
・
将
棋
大
会
」
等
、
各
種

行
事
開
催
に
協
力
す
る
。

⒎
機
関
紙
の
発
行
に
つ
い
て

市
高
連
の
情
報
機
関
紙
『
松
山
高

連
』
を
年
二
回
発
行
す
る
。

⒏
交
通
安
全
と
防
犯
運
動
に
つ
い
て

①
高
齢
者
交
通
安
全
活
動
事
業
の
推

進
を
図
る
。

②
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
へ
の

加
入
促
進
を
図
る
。

③
悪
質
商
法
や
振
込
め
詐
欺
等
に
よ

る
被
害
防
止
、
少
年
非
行
防
止
な

ど
の
防
犯
運
動
へ
の
積
極
的
参
加

を
奨
励
す
る
。

④
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
交
通

安
全
確
保
に
対
す
る
協
力
・
支
援

を
行
う
。

⒐
表
彰
に
つ
い
て

他
の
模
範
と
な
る
高
齢
ク
ラ
ブ
な

ら
び
に
高
齢
ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導
者

お
よ
び
功
労
者
等
の
顕
彰
を
実
施
す

る
。

10．
会
議
に
つ
い
て

①
役
員
会
（
理
事
会
・
地
区
連
合
会

長
会
）
を
開
催
す
る
。

②
運
営
委
員
会
を
開
催
す
る
。

③
各
部
会
を
開
催
す
る
。

11．
そ
の
他

①
共
同
募
金
、
災
害
援
助
等
の
福
祉

活
動
へ
積
極
的
に
協
力
す
る
。

②
そ
の
他
必
要
な
事
業
を
実
施
す

る
。

【全国老人クラブ連合会 メインテーマ】
「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」

【スローガン】

健康寿命
■ 健康寿命をのばし、自立した生活、生きがいのある生活の実現を目指します。
■仲間や地域の高齢者とともに継続的な健康活動に取り組みます。
地域づくり
■他世代や関係団体と連携し、安全・安心の住みよい地域づくりを目指します。
■ 元気高齢者の知識・経験・活力を生かす場づくり・機会づくりを広げます。

◇コロナに負けない健康づくりは新しい生活様式で実現しよう。
◇健康寿命をのばすための事業を積極的に推進しよう。
◇介護予防・フレイル（虚弱）対策で元気高齢者を目指そう。
◇教養を高め、家庭と地域における役割を果たそう。
◇高齢クラブへの加入を促進し、組織の活性化を図ろう。
◇社会奉仕と友愛活動を献身的に展開しよう。
◇交通事故・悪質商法や災害から身を守ろう。

令和3年度　松山市高齢クラブ連合会　事業計画書令和3年度　松山市高齢クラブ連合会　事業計画書

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
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高
齢
ク
ラ
ブ
福
寿
会
で
は
令

和
二
年
十
二
月
七
日
観
劇
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
い
ろ
ん
な
行
事
が
中

止
さ
れ
会
員
仲
間
の
ふ
れ
あ
い

を
い
か
に
し
て
い
く
か
と
役
員

一
同
知
恵
を
出
し
合
い
会
議
を

開
き
実
施
を
決
め
ま
し
た
。
ま

た
、
劇
場
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ

い
て
も
状
況
を
確
認
し
て
い
ろ

い
ろ
と
対
策
を
講
じ
た
上
で
公

演
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
は
私
た
ち
高
齢
者
に
対

し
、
大
変
気
を
配
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
て
、
私
が
一
番
先
に
入

場
、
そ
し
て
現
場
の
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
席
に

つ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
年
齢
や
身
体
な
ど

に
つ
い
て
と
て
も
気
を
配
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
て
最
後
に
着
席

し
た
の
が
私
で
し
た
。

こ
の
観
劇
で
「
正
義
と
は
」

「
鬼
と
は
」
何
な
の
か
に
つ
き

考
え
一
人
一
人
の
思
い
や
り
の

精
神
が
平
和
の
道
へ
と
つ
な
が

る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
来
て
く
だ
さ
る
キ

ャ
ス
ト
の
方
は
期
待
に
違
わ
ず

楽
し
く
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ス
ピ
ー
ド
感
と
迫
力
あ
る

シ
ー
ン
が
人
々
の
胸
に
響
き
明

る
い
雰
囲
気
で
素
晴
ら
し
い
演

出
で
し
た
。

私
た
ち
の
愛
媛
に
こ
ん
な
立

派
な
劇
場
が
作
ら
れ
身
近
な
と

こ
ろ
で
鑑
賞
で
き
る
こ
と
は
幸

せ
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
が
行
っ
た
日
が
た
ま
た
ま
三

人
の
役
者
さ
ん
の
交
代
日
で
し

た
た
め
各
役
者
さ
ん
一
人
一
人

が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
行

く
人
来
る
人
四
国
松
山
市
東
温

市
の
人
々
の
心
の
広
さ
温
か
さ

を
述
べ
ら
れ
。
私
た
ち
観
客
の

心
に
感
じ
さ
す
も
の
が
あ
り
み

ん
な
目
に
涙
を
潤
ま
せ
、
感
激

し
誰
も
席
を
立
つ
人
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
舞
台
あ
い
さ

つ
な
ど
は
心
に
響
く
も
の
が
あ

り
時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
て

今
日
来
て
よ
か
っ
た
と
み
ん

な
か
ら
言
わ
れ
て
、
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
一
日
で

し
た
。

今
日
の
こ
の
感
激
を
胸
に

秘
め
、
元
気
で
明
日
へ
の
か
け

橋
と
し
て
進
み
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
い
ろ
い
ろ
と
規
制
さ
れ

て
る
中
、
こ
の
一
年
を
ね
ぎ
ら

い
新
し
く
迎
え
る
年
に
期
待

し
て
頑
張
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
行
事
が

全
て
中
止
と
な
っ
た
中
、
令
和

二
年
十
一
月
二
十
三
日
㈪
、
清

水
地
区
連
合
会
、
毎
年
恒
例
の

ロ
シ
ア
兵
墓
地
清
掃
を
決
行
！

三
密
回
避
、
マ
ス
ク
着
用
、

各
ク
ラ
ブ
か
ら
有
志
十
五
名
、

現
地
集
合
。
晴
天
に
恵
ま
れ

皆
さ
ま
テ
キ
パ
キ

と
動
き
、
短
時
間

で
終
了
！

き
れ

い
に
な
っ
た
墓
地

に
手
を
合
わ
せ
み

ん
な
で
記
念
写
真

を
！

帽
子
と
マ

ス
ク
で
美
男
美
女

が
…来

年
は
笑
顔
の

写
真
に
な
る
こ
と

を
祈
り
つ
つ
、
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
と
お

茶
を
配
り
解
散
！

有
志
の
皆
さ
ま
に

心
よ
り
感
謝
を
！

お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
！

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
国
全

体
に
目
に
見
え
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大

し
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
余
暇

の
過
ご
し
方
な
ど
世
界
中
で
こ

れ
ま
で
の
価
値
観
や
常
識
に
大

き
な
変
革
が
起
き
て
い
ま
す
。

近
年
四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
、
私
た
ち
も
気

持
ち
的
に
ま
す
ま
す
大
き
く
変

化
し
、
限
度
い
っ
ぱ
い
の
閉
塞

感
を
感
じ
始
め
て
い
ま
す
。
何

も
で
き
な
い
気
持
ち
の
や
り
場

を
日
常
の
業
務
に
お
い
て
も
、

で
き
な
い
理
由
で
は
な
く
、
で

き
る
可
能
性
に
目
を
向
け
た
い

も
の
で
す
。

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
が

経
ち
ま
し
た
。
本
当
に
こ
わ
い

自
然
災
害
に
備
え
十
二
分
に
防

災
の
大
切
さ
を
皆
で
心
掛
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
集
団
全

体
で
越
え
ら
れ
な
い
壁
に
当
た

っ
た
と
き
に
、
一
人
で
も
そ
の

壁
を
乗
り
越
え
る
と
、
そ
れ
に

続
く
人
が
次
々
に
現
れ
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
目
的
意
識

を
明
確
に
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍

に
自
分
を
失
わ
な
い
よ
う
心
が

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
竹
林
が
好
き
で
竹
に
節

が
な
け
れ
ば
風
が
吹
き
、
簡
単

に
折
れ
て
し
ま
い
、
節
が
あ
る

た
め
頑
丈
で
し
な
や
か
で
、
多

少
の
嵐
が
き
て
も
折
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
も
ま
た
、

苦
節
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ

り
精
神
的
に
鍛
え
ら
れ
器
が
大

き
く
な
り
ま
す
。

用
意
周
到
、
準
備
万
端
に
整

え
て
ど
ん
な
困
難
に
も
ひ
る
む

こ
と
な
く
文
字
通
り
破
竹
の
勢

い
で
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
、

私
た
ち
吉
藤
長
生
会
も
い
ろ
い

ろ
話
し
合
い
な
が
ら
勇
気
を
持

っ
て
注
意
し
な
が
ら
少
し
で
も

多
く
の
会
員
の
話
が
聞
け
る
と

う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ス
口
癖
は
タ
ブ
ー
に

し
て
起
き
て
く
る
出
来
事
を
前

向
き
に
受
け
止
め
て
対
処
す
る

「
こ
れ
で
よ
か
っ
た
」
ま
た
「
喜

ん
で
」
と
楽
し
く
前
向
き
に
な

る
言
葉
な
ど
プ
ラ
ス
と
な
る
言

葉
は
ど
ん
な
薬
よ
り
特
効
薬
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

清水地区連合会清水地区連合会　
会長会長　岡田　英子　岡田　英子

ロシア兵墓地清掃ロシア兵墓地清掃

吉
藤
長
生
会　

吉
藤
長
生
会

向
井
多
津
子

向
井
多
津
子

心
の
オ
ア
シ
ス

心
の
オ
ア
シ
ス

湯
山
高
齢
ク
ラ
ブ
福
寿
会　

湯
山
高
齢
ク
ラ
ブ
福
寿
会

白
川　

紀
彦

白
川

紀
彦

観
劇
研
修
会

観
劇
研
修
会

　感染防止対策を講じてのク
ラブ活動。各地区・単位クラ
ブではどのような活動をして
いますか？ ぜひ「松山高連」
にご投稿お願い
します。投稿に
関しましては、
16頁の「原稿
募集」をご覧
ください。

ひ「松 高連」
お願い
投稿に
は、
原稿
ご覧

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ 休 ○ 休

休
休 ○ ○ ／ ○ ○ ○

○ ○ ／ ○ ○ ／
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私
ど
も
土
居
田
町
ゆ
た
か
会

に
お
い
て
も
、
ご
多
分
に
も
れ

ず
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
会

員
数
が
減
少
化
し
て
お
り
ま

す
。毎

年
実
施
さ
れ
て
い
た
一
泊

研
修
旅
行
も
か
な
い
ま
せ
ん
。

令
和
元
年
度
に
一
日
研
修
旅
行

で
広
島
の
平
和
公
園
を
訪
れ
た

後
、
改
め
て
平
和
の
尊
さ
を
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

に
今
何
が
で
き
る
か
考
え
た
と

き
、
思
い
つ
い
た
の
が
、
千
羽

鶴
作
成
で
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
で
作
成
中
に

新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
は
じ
め

て
、公
民
館
が
使
用
か
な
わ
ず
、

各
会
員
に
千
代
紙
を
お
配
り
し

て
折
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
二
年
十
一
月
、
一
時
的

に
公
民
館
使
用
許
可
と
な
っ
た

と
き
、
最
後
の
仕
上
げ
を
有
志

の
方
々
に
お
願
い
し
や
っ
と
や

っ
と
一
年
が
か
り
で
の
日
の
目

を
見
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
で

県
外
へ
行
く
の
も
は
ば
か
ら
れ

考
え
た
末
、
広
島
市
役
所
へ
お

電
話
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

「
お
送
り
く
だ
さ
れ
ば
、
代
理

奉
納
し
ま
す
」
と
の
お
返
事
を

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
早
速
、
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す

ぐ
に
広
島
市
役
所
平
和
推
進
課

の
係
り
の
方
か
ら
写
真
と
丁
寧

な
る
お
手
紙
ま
で
送
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
手
紙
の
一
部

分
で
す
。「
原
爆
で
亡
く
な
ら

れ
た
多
く
の
方
々
の
悲
劇
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
、
核
兵
器

の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
折
り
鶴
を
送
っ
て
く

だ
さ
り
、
敬
意
を
表
し
ま
す
」

旨
の
お
手
紙
で
し
た
。
他
の
行

事
が
で
き
な
い
中
、
実
行
で
き

た
こ
と
の
一
つ
で
す
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
お
い
て
は
、
一

時
的
に
休
ん
で
お
り
ま
し
た

が
、
今
は
マ
ス
ク
を
し
な
が
ら

週
四
日
頑
張
っ
て
や
っ
て
お
り

ま
す
。
今
年
は
総
会
、
花
見
、

誕
生
会
な
ど
な
ど
普
通
に
で
き

る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

土
居
田
町
ゆ
た
か
会　

土
居
田
町
ゆ
た
か
会

会
長　
会
長

古
茂
田　

清

古
茂
田

清

近
況
報
告

近
況
報
告

余
戸
む
つ
み
ク
ラ
ブ
で
は
、

頭
書
の
課
題
に
つ
い
て
、
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。

そ
の
視
点
は
、

一
、
会
員
の
相
互
交
流
の
場
を

ど
う
つ
く
る
か

二
、
会
員
の
楽
し
め
る
場
を
ど

ん
な
形
で
も
つ
か

三
、
会
員
の
現
状
確
認
を
ど
う

す
る
か

以
上
の
三
点
を
中
心
と
し
て

話
し
合
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

余
土
地
域
の
名
所
を
巡
る
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
、
健
康
増
進
と
ふ

れ
あ
い
を
兼
ね
て
行
う
。

現
在
ク
ラ
ブ
と
し
て
行
っ
て

い
る
デ
ィ
ス
コ
ン
・
ピ
ン
ポ
ン
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ペ
タ
ン

ク
の
う
ち
、
参
加
の
多
い
デ
ィ

ス
コ
ン
と
ピ
ン
ポ
ン
の
大
会
を

行
う
と
い
う
結
論
に
な
り
、
具

体
的
に
次
の
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

◎
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

履
脱
天
満
宮
、
令
和
二
年
十

月
二
十
六
日
。十
八
人
参
加
。

◎
デ
ィ
ス
コ
ン
大
会

令
和
二
年
十
一
月
二
十
五
日

二
十
七
人
参
加
。
余
土
公
民

館
体
育
館
。

◎
ピ
ン
ポ
ン
大
会

十
二
人
参
加
。
余
土
公
民
館

体
育
館
。

◎
春
の
松
山
中
央
公
園
ゆ
っ
た

り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

令
和
三
年
三
月
二
十
四
日

二
十
人
参
加
。

以
上
の
活
動
を
行
っ
た
結

果
、
新
入
会
員
六
人
の
加
入
が

あ
り
ま
し
た
。

近
年
の
就
労
年
齢
の
延
長
、

団
塊
世
代
の
終
わ
り
な
ど
に
よ

り
、
高
齢
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
者

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

現
実
に
対
し
て
少
し
参
考
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
活
動
を
生
か
し
、

さ
ら
に
発
展
さ
す
べ
く
、
事
業

計
画
に
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。マ

ン
ネ
リ
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
会
活
動
に
新
し
い
息
吹
が
生

ま
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。以
上
報
告
い
た
し
ま
す
。

余
戸
む
つ
み
ク
ラ
ブ　

余
戸
む
つ
み
ク
ラ
ブ

仙
波　

洋
三

仙
波

洋
三

コ
ロ
ナ
禍
の
会
活
動
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
会
活
動
に
つ
い
て

最
初
は
生
石
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
五
、

六
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
富
久
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
し

た
が
、
富
久
公
園
に
最
長
五
十

メ
ー
ト
ル
か
ら
十
五
メ
ー
ト
ル

の
四
ホ
ー
ル
が
設
営
で
き
、
独

立
し
現
在
は
十
余
人
と
な
り
月

水
金
の
週
三
日
朝
八
時
前
か
ら

掃
除
を
し
て
ス
タ
ー
ト
し
和
気

あ
い
あ
い
の
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
五
年
ほ
ど
の
期
間
で
す

が
万
歩
計
で
四
千
歩
ほ
ど
を
朝

か
ら
清
々
し
い
空
気
を
吸
っ
て

運
動
が
で
き
る
の
が
健
康
に
大

変
良
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
一

カ
月
の
ト
ー
タ
ル
を
出
席
日
数

で
平
均
を
出
し
順
位
を
決
め
た

り
、
こ
こ
一
年
前
か
ら
ハ
ン
デ

ィ
を
決
め
初
心
者
も
優
勝
で
き

る
よ
う
に
し
、
や
り
が
い
の
あ

る
ク
ラ
ブ
活
動
に
し
て
い
ま

す
。私

は
新
型
コ
ロ
ナ
で
中
止
し

た
期
間
に
五
キ
ロ
ほ
ど
太
り
現

在
減
量
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
ま
だ
ま
だ

大
変
な
時
期
で
す
が
、
三
密
を

避
け
て
こ
れ
か
ら
も
富
久
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
が
楽
し

く
有
意
義
に
ま
す
ま
す
発
展
す

る
べ
く
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

富久栄クラブ富久栄クラブ
三好　公徳三好　公徳

富久 富久
グラウンドゴルフクラブグラウンドグラウンド

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
松山市敬老マッサージ師会 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ／ ○ ／ 

○ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ☆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○

○ ○ ○ ／ ○ ◎
○
／

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ／ ○ ○ ／
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高
齢
者
ば
か
り
集
ま
る
所
へ

行
く
と
気
分
的
に
余
計
「
年
と

っ
た
な
あ
」
と
思
う
か
ら
会
に

は
入
れ
な
い
‼

で
も
ひ
と
り

に
な
っ
た
私
に
と
っ
て
地
域
の

人
た
ち
と
交
流
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
助
け
て
も
ら
わ
ね
ば

と
「
鷹
子
高
齢
者
ク
ラ
ブ
」
に

に
入
っ
た
。

入
っ
て
み
る
と
い
ろ
ん
な
人

生
経
験
の
方
も
い
て
親
し
み
が

湧
い
て
き
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
が

あ
り
「
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
」
へ

名
称
が
変
わ
っ
た
。
そ
の
中
に

「
ひ
ま
わ
り
会
」
が
あ
っ
た
。

配
偶
者
の
い
な
い
人
の
会
。
誘

わ
れ
て
入
っ
た
。

ひ
と
り
に
な
っ
た
だ
け
で
も

寂
し
い
の
に
そ
の
集
ま
り
に
入

っ
た
ら
そ
の
人
数
分
だ
け
何
倍

も
寂
し
く
な
る
か
ら
入
る
の
は

い
や
だ
‼
と
思
っ
た
が
助
け

合
い
の
立
派
な
意
味
の
あ
る
会

だ
っ
た
。
多
い
日
で
二
十
名
ぐ

ら
い
集
ま
っ
た
。
足
の
痛
い
人

も
行
く
。

出
席
す
る
だ
け
で
ひ
と
言
も

し
ゃ
べ
ら
ず
帰
っ
て
し
ま
う
と

き
も
あ
り
、
家
に
い
て
も
一
日

中
話
を
し
な
い
日
も
あ
る
。
そ

れ
で
は
い
け
な
い
と
歌
を
唄
っ

た
り
な
ぞ
な
ぞ
を
作
っ
た
り
、

俳
句
を
作
っ
た
り
名
前
と
顔
が

分
か
る
よ
う
に
な
る
と
親
し
み

が
湧
い
て
き
て
来
月
も
会
い
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

し
り
と
り
遊
び
で
隣
か
ら

「
う
」
が
回
っ
て
き
た
。
急
い

で
「
う
ん
こ
」
と
言
っ
て
し
ま

っ
た
。
非
難
の
目
・
声
が
聞
こ

え
た
。
し
ま
っ
た
取
り
消
し
と

言
っ
た
け
ど
後
の
祭
り
、
で
も

次
の
人
が
知
ら
ぬ
顔
を
し
て

「
こ
」か
ら
続
け
て
く
れ
た
。「
あ

り
が
と
う
」
ま
す
ま
す
ひ
ま
わ

り
会
が
好
き
に
な
っ
た
。

今
は
コ
ロ
ナ
で
集
ま
れ
な

い
。
田
ん
ぼ
の
散
歩
道
で
お
会

い
し
た
会
員
に
「
皆
に
会
い
た

い
ね
〜
」
と
す
れ
違
う
。
コ
ロ

ナ
さ
ま
、
人
類
は
あ
な
た
に
気

に
入
ら
な
い
こ
と
を
し
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
折
り
合
い
を

つ
け
て
共
に
幸
せ
に
な
り
ま
し

ょ
う
ね
。

昭
和
二
十
年
、
私
が
五
歳
前

の
と
き
は
、
両
親
と
兄
弟
姉
妹

の
七
人
で
立
花
二
丁
目
に
住
ん

で
お
り
ま
し
た
。
季
節
は
田
ん

ぼ
に
水
が
張
ら
れ
、
稲
が
植
え

ら
れ
た
七
月
の
夜
の
こ
と
で
し

た
。
空
襲
警
報
が
け
た
た
ま
し

く
鳴
り
響
き
出
し
ま
し
た
。

家
の
中
だ
と
焼
夷
弾
が
落
ち

危
険
な
の
で
河
原
の
土
手
へ
防

空
頭
巾
を
被
り
、
姉
に
手
を
引

い
て
も
ら
い
避
難
し
ま
し
た
。

途
中
空
に
は
、
B
29
爆
撃
機
が

数
機
、
爆
音
を
立
て
、
飛
ん
で

い
て
、田
ん
ぼ
に
焼
夷
弾
が「
ヒ

ュ
ー
ン
チ
ュ
ン
」
と
落
下
す
る

音
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
松
山
城

周
辺
の
街
中
は
広
範
囲
に
渡
り

火
の
海
と
な
り
、
炎
と
煙
が
空

高
く
立
ち
登
り
一
面
真
っ
赤
に

な
り
恐
ろ
し
か
っ
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。や
っ
と
吉
木
川（
小

野
川
）
の
土
手
に
た
ど
り
着
き

一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。

幸
い
誰
も
災
難
に
遭
う
こ
と

も
無
く
、
家
も
無
事
で
し
た
。

そ
の
年
の
八
月
十
五
日
、
日
本

は
敗
戦
と
な
り
、
終
戦
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
日
か
経

っ
た
頃
、
町
内
に
ア
メ
リ
カ
兵

が
ジ
ー
プ
で
来
て
、
私
た
ち
子

ど
も
に
板
チ
ョ
コ
を
配
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
初
め
て
食

べ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が

お
い
し
か
っ
た
た
め
か

ア
メ
リ
カ
人
は
優
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
終
戦
後
の
食

べ
物
が
乏
し
い
時
代
、

小
川
で
ド
ジ
ョ
ウ
や
フ

ナ
、
田
ん
ぼ
の
タ
ニ
シ

や
イ
ナ
ゴ
を
取
り
食
べ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

母
親
が
作
っ
て
く
れ

た
、「
ど
じ
ょ
う
汁
」

の
お
い
し
か
っ
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
。
こ
う

し
た
体
験
を
し
た
人
が

高
齢
化
で
少
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
「
昭
和
は
遠
く
に
な

り
に
け
り
」
で
す
か
ね
。
今
は

コ
ロ
ナ
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
人
災
で
あ
る
広
島
原
爆

の
よ
う
な
悲
惨
な
こ
と
が
二
度

と
起
こ
ら
な
い
よ
う
切
に
祈
り

ま
す
。

別
府
町
高
齢
ク
ラ
ブ

別
府
町
高
齢
ク
ラ
ブ

松
澤　

貞
夫

松
澤

貞
夫

松
山
空
襲
と
終
戦
後
の
記
憶

松
山
空
襲
と
終
戦
後
の
記
憶

鷹子すこやかクラブ鷹子すこやかクラブ
遠藤　節子遠藤　節子

私とひまわり会私とひまわり会

い
ね
い
ね
い
ね
〜
」
〜
」」
と
す
と
す
と
す
れ
違
れ
違
れ
違
うう
。
う
。
コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

健康維持のために習慣づけよう！ お
す
す
め
運
動
４
選

／ 

／ ／ 
○ ○ ○ ○ ○ ／
○ ／ ○ ／ ／○
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当
地
に
は
、
城
山
公
園
く
ら

い
の
高
さ
の
百
メ
ー
ト
ル
越
え

の
山
並
み
の
里
山
が
あ
り
、
そ

の
一
つ
の
垣
生
山
の
頂
上
に
展

望
台
の
あ
る
垣
生
山
公
園
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
公
園
の
保
守
管

理
を
地
域
の
住
民
十
八
人
で
担

っ
て
い
ま
す
。
公
園
に
は
、
昔

先
輩
が
植
え
た
桜
や
ツ
ツ
ジ
の

花
木
と
昔
の
城
址
に
修
繕
維
持

し
て
き
た
垣
生
山
神
社
が
あ
り

ま
す
。

頂
上
に
上
が
れ
ば
四
方
に
眺

望
が
よ
く
西
の
眼
下
に
は
松
山

空
港
と
瀬
戸
の
島
々
が
広
が

り
、
南
に
は
地
域
の
家
並
み
と

延
伸
す
る
環
状
道
や
高
速
道
、

東
に
は
松
山
城
や
市
内
の
ビ
ル

群
が
見
渡
せ
は
る
か
山
の
彼
方

に
は
石
鎚
山
も
望
む
知
る
人
ぞ

知
る
風
光
明
媚
な
名
所
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
地
元
で
も

そ
の
魅
力
が
十
分
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

近
年
意
識
を
持
っ
た
有
志
の

会
員
が
中
心
に
な
り
利
用
者
目

線
の
提
案
を
い
く
つ
か
実
現
さ

せ
て
い
ま
す
。
七
〜
八
年
前
か

ら
登
山
道
の
中
腹
付
近
で
熊
笹

に
隠
れ
て
い
た
自
生
の
山
ツ
ツ

ジ
を
切
り
出
し
て
花
を
咲
か
せ

た
り
、
休
憩
ポ
イ
ン
ト
に
麓
の

竹
林
の
竹
を
利
用
し
て
椅
子
を

設
け
た
り
、
頂
上
付
近
の
高
木

を
伐
採
し
て
眺
望
を
確
保
し
た

り
し
ま
し
た
。

ま
た
生
石
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
協
力
し
て
、
頂
上
に

景
観
展
望
看
板
や
登
山
道
の
距

離
表
示
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
た

り
し
ま
し
た
。
最
近
で

は
、
小
鳥
の
餌
付
け
体

験
が
人
気
で
口
コ
ミ
で

今
ま
で
め
っ
た
に
登
っ

て
い
な
い
人
も
た
び
た

び
登
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
里
山
の
自

然
の
多
面
的
な
魅
力
を

地
域
の
人
々
と
一
緒
に

広
げ
て
い
き
垣
生
山
公

園
を
み
ん
な
の
心
と
体

の
健
康
増
進
の
場
所
に

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。（
垣
生
山
公
園
管
理

協
力
会
所
属
）

ま
ず
最
初
に
、
現
役
の
時
の

状
況
か
ら
述
べ
て
み
る
。
職
場

か
自
宅
、
気
が
向
け
ば
仕
事
の

帰
り
に
飲
み
屋
。
こ
れ
が
即
物

的
な
私
の
居
場
所
で
あ
る
。
心

の
居
場
所
と
問
わ
れ
れ
ば
、
何

に
重
き
を
置
い
て
い
た
か
今
と

な
っ
て
は
分
ら
な
い
。
好
き
で

仕
事
を
し
て
い
た
わ
け
で
も
な

く
、
自
宅
に
い
る
と
き
は
も
っ

ぱ
ら
テ
レ
ビ
の
見
守
り
役
、
飲

み
屋
に
寄
る
と
き
は
仕
事
で
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
と
き
。
概

要
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
、
取

り
立
て
て
言
う
ほ
ど
の
も
の
は

な
い
。

そ
れ
か
ら
四
年
が
経
過
し

た
。
何
が
き
っ
か
け
で
東
石
井

長
寿
会
に
入
会
し
た
か
記
憶
が

曖
昧
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
入

会
し
た
。
こ
こ
か
ら
私
な
り
の

第
二
の
人
生
が
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
る
。

ま
ず
趣
味
か
ら
話
を
始
め

る
。東
石
井
ペ
タ
ン
ク
部
の
他
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
て

今
日
に
至
る
。
活
動
日
は
ペ
タ

ン
ク
が
週
三
日
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
が
週
一
日
で
あ
る
。
両
部
と

も
に
雰
囲
気
が
和
気
あ
い
あ
い

と
し
て
い
て
楽
し
く
過
ご
し
て

い
る
。

次
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
話
を

移
す
。
小
学
生
の
登
校
時
間
に

横
断
歩
道
の
所
に
立
っ
て
旗
を

振
る
見
守
り
隊
に
参
加
し
た
。

〝
お
は
よ
う
〞
あ
い
さ
つ
を
し

な
が
ら
、
一
週
間
に
三
日
立
っ

て
小
学
生
の
安
全
を
見
守
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
小

学
六
年
生
と
の
交
流
会
に
も
参

加
し
て
い
る
。
そ
の
他
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
い
く
つ
か
や
っ
て
い

て
、
毎
曜
日
何
か
を
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
自
己
満
足
か
も
し
れ

な
い
が
、
私
な
り
に
望
外
の
幸

せ
で
は
あ
る
。
恥
ず
か
し
な
が

ら
、
東
石
井
長
寿
会
の
役
員
も

務
め
て
い
る
。

以
上
、
現
況
を
記
述
し
て
み

た
。
こ
れ
か
ら
後
は
、
こ
れ
ら

の
事
柄
を
考
慮
し
て
私
の
居
場

所
を
探
し
て
み
た
い
。
趣
味
を

活
か
し
て
活
動
す
れ
ば
、
自
然

に
部
員
と
親
し
く
な
っ
て
信
頼

関
係
も
で
き
、
絆
が
よ
り
強
固

な
も
の
に
な
っ
て
く
る
。
よ
っ

て
、
好
き
な
趣
味
の
会
に
入
っ

て
羽
根
を
伸
ば
せ
ば
、
心
身
と

も
に
健
康
に
な
る
と
私
は
常
々

思
っ
て
い
る
。

次
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
。
小
学
生
の
登

校
時
間
の
安
全
を
見
守
る
見
守

り
隊
を
例
に
考
え
る
と
、
暑
い

朝
、
寒
い
朝
、
雨
の
朝
も
早
朝

に
立
つ
わ
け
で
、
あ
ま
り
や
り

た
く
な
い
と
逃
げ
腰
に
な
る
の

が
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
妙
な
自
負
心
ら
し
き

も
の
が
あ
っ
て
現
在
も
続
い
て

い
る
。
も
っ
と
格
好
よ
く
言
え

ば
、
地
域
貢
献
の
言
葉
が
頭
を

よ
ぎ
る
。
誰
か
が
や
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
し
た
ら
自
分

が
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
よ
り
密
に
な
り
深

く
な
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
健
康

で
あ
れ
ば
外
に
出
て
何
事
も
前

向
き
に
捉
え
れ
ば
い
い
。
趣
味

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
心
根
は
同

様
で
あ
る
。
何
が
何
で
も
こ
の

方
角
に
舵
を
切
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
人
生
さ
ま
ざ
ま
で

あ
り
、
孤
独
を
愛
す
る
人
は
そ

れ
で
い
い
。
現
役
時
代
は
即
物

的
居
場
所
と
心
の
居
場
所
に
分

け
て
考
え
て
い
た
が
、
年
を
重

ね
た
今
と
な
っ
て
は
、
心
の
居

場
所
だ
け
に
限
定
し
て
試
行
錯

誤
し
て
い
た
。

そ
の
結
果
出
て
き
た
答
え

は
、
や
さ
し
さ
と
経
験
に
よ
る

連
携
の
広
が
り
と
、
そ
れ
を
素

地
に
し
た
地
域
貢
献
で
あ
り
、

こ
の
中
に
私
の
心
の
居
場
所
が

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、

必
ず
生
き
が
い
づ
く
り
に
結
び

付
き
、
老
い
て
な
お
挑
戦
で
き

る
目
標
で
あ
る
と
信
じ
る
自
分

が
い
る
。
最
後
に
、
川
柳
、「
年

重
ね
や
っ
と
見
つ
け
た
わ
が
居

場
所
」
を
記
し
て
、
拙
文
の
終

わ
り
に
し
た
い
と
思
う
。

高
岡
高
齢
ク
ラ
ブ

高
岡
高
齢
ク
ラ
ブ

一
色　

和
夫

一
色

和
夫

地
域
の
隠
れ
た
宝
の
再
発
見

地
域
の
隠
れ
た
宝
の
再
発
見

東石井長寿会東石井長寿会
西村　正志西村　正志

私の居場所の私の居場所の
今昔今昔

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

○ ○ ○ ○ ○ ○ 
○ ○ ／ ○ ○ ／ 

／ 
／ 

○ ○ ○ ○ ○ 
※ 

○ ○ ○ ／ ○ 
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定
年
に
な
っ
て
十
七
年
、
先

日
喜
寿
を
迎
え
ま
し
た
。
定
年

後
、
六
十
五
歳
ま
で
ゴ
ル
フ
三

昧
の
毎
日
で
し
た
。
ゴ
ル
フ
を

や
り
す
ぎ
て
腰
を
痛
め
て
し
ま

い
、
ゴ
ル
フ
を
控
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
松
山
総
合
公
園

の
近
く
に
あ
る
池
で
「
カ
ワ
セ

ミ
」
を
見
て
、「
カ
ワ
セ
ミ
」

に
魅
せ
ら
れ
て
写
真
を
撮
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

「
晴
撮
雨
休
」
を
目
標
に
、
雨

の
日
以
外
は
、
妻
が
作
っ
て
く

れ
る
お
に
ぎ
り
を
持
参
で
撮
影

に
行
っ
て
い
ま
す
。
写
真
は
、

鳥
を
は
じ
め
、
祭
り
、
チ
ョ
ウ
、

ト
ン
ボ
、
飛
行
機
、
風
景
な
ど

を
撮
っ
て
い
ま
す
。

作
品
は
、
毎
日
ブ
ロ
グ
と
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
ア
ッ
プ
し
て

お
り
ま
す
。

ブ
ロ
グ
は
、
写
友
や
ブ
ロ
グ

の
師
匠
の
お
か
げ
で
毎
日
ア
ッ

プ
し
て
今
十
二
年
目
に
入
り
ま

し
た
。
毎
日
多
く
の
人
が
ポ
チ

っ
と
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
お
か
げ
で
、
ブ
ロ
グ
の

中
の
写
真
日
記
部
門
で
三
位
を

キ
ー
プ
し
て
お
り
ま
す
。

写
真
展
は
、
毎
年
六
月
に
、

喫
茶
店
L
a
T
O
M
a
t
o

ラ
・
ト
マ
ト
（
松
山
市
宮
西
一

丁
目
三
ー
二
五
）
で
開
い
て
お

り
ま
す
。

私
は
、「
本
村
あ
や
め
会
」

に
所
属
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

年
に
一
回
、
毎
月
開
催
の
「
お

誕
生
会
」
の
席
で
写
真
を
観
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
終
わ

っ
た
後
、「
良
か
っ
た
」と
か「
き

れ
い
だ
っ
た
」
と
か
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
後
も
依
頼
が
あ
れ

ば
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

写
真
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
一
部
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

わ
が
日
本
で
は
言
論
の
自
由

や
政
府
批
判
、
抗
議
デ
モ
静
か

に
や
れ
ば
保
障
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
軍
政
下
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
は
政
府
に
反
抗
し
デ
モ
を
す

れ
ば
、
軍
に
殴
ら
れ
ひ
ど
い
人

は
銃
殺
さ
れ
る
。
そ
の
映
像
が

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
る
と
今
現
代

の
世
か
と
目
を
疑
い
た
く
な

る
。政

治
は
本
来
、
議
論
を
通
し

て
合
意
を
形
成
す
る
の
が
も
っ

と
も
重
要
な
役
割
で
あ
る
。
国

会
で
審
議
し
な
け
れ
ば
、
ま
た

議
論
を
や
め
れ
ば
、
今
現
在
世

界
に
あ
る
よ
う
に
北
朝
鮮
、
中

国
、
ロ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

よ
う
な
独
裁
的
な
国
が
出
て
く

る
の
が
一
番
怖
い
の
で
あ
る
。

ま
し
て
や
軍
が
政
権
を
握
る

と
、
か
つ
て
わ
が
国
も
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
大
変
恐
ろ
し
い

事
態
が
待
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
国
連
と
い

う
機
関
が
あ
る
が
一
向
に
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

香
港
に
お
い
て
も
あ
れ
だ
け

激
し
い
デ
モ
を
し
た
の
に
国
家

安
全
維
持
法
、
民
主
派
の
立
候

補
が
で
き
な
い
選
挙
制
度
を
決

め
て
、
批
判
を
権
力
で
抑
え
込

も
う
と
し
て
い
る
中
国
で
あ

る
。人

間
存
立
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
自
由
が
こ
の
世
界
か
ら

奪
わ
れ
て
い
か
な
い
よ
う
に
個

人
、
個
人
が
自
由
に
発
言
批
判

し
一
致
協
力
し
て
抗
議
行
動
を

起
こ
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
簡
単
に
い
か
な
い

の
が
世
の
常
で
、
は
が
ゆ
い
気

持
ち
で
い
る
の
は
私
一
人
で
は

な
い
は
ず
で
あ
る
。

道
後
西
愛
宕
会　

会
長

道
後
西
愛
宕
会

会
長

油
野　

秀
樹

油
野

秀
樹

現
代
の
自
由
と
政
治
に
つ
い
て

現
代
の
自
由
と
政
治
に
つ
い
て

本
村
あ
や
め
会

本
村
あ
や
め
会

長
谷　

博
行

長
谷

博
行

晴
撮
雨
休

晴
撮
雨
休

で
あ
る

今
ま
で
に
思
い
も
つ
か
な
い

こ
と
が
浮
か
ん
で
き
た
。
そ
う

だ
自
分
の
心
で
旅
を
し
て
み
よ

う
と
思
い
つ
い
た
の
だ
。
そ
し

て
四
国
か
ら
一
足
飛
び
に
北
海

道
へ
と
心
は
飛
ん
だ
。
そ
の
理

由
は
孫
た
ち
が
北
海
道
に
い
る

か
ら
だ
。

ど
こ
に
い
て
も
住
め
ば「
都
」

と
言
う
け
れ
ど
現
在
の
私
に

は
、
体
力
は
も
ち
ろ
ん
勇
気
も

な
い
。
今
は
せ
め
て
口
だ
け
で

も
達
者
で
い
れ
ば
何
か
と
過
ご

せ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
孫

た
ち
よ
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

積
み
重
ね
そ
れ
を
人
生
の
糧
と

し
て
頑
張
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
る
よ
。
次
に
会
う
日

を
楽
し
み
に
、い
つ
ま
で
も「
か

わ
い
い
」
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
待

っ
て
い
る
。

現
在
は
「
コ
ロ
ナ
」
で
心

配
も
す
る
け
れ
ど
気
持
ち
は

「
二
十
代
」。
穏
や
か
な
優
し
い

時
間
の
流
れ
そ
ん
な
思
い
が
一

瞬
頭
を
か
す
め
た
。

で
は
「
さ
よ
う
な
ら
」
グ
ッ

バ
イ
。

下苅屋わかやぎ会下苅屋わかやぎ会
重松　愛子重松　愛子

心の旅心の旅

Instagram

（changguboxing

）

ブ
ロ
グ（agohige.hiro

Ⅱ
）

ターナー島の夕日ターナー島の夕日

カワセミカワセミ

ミサゴミサゴ

アオバズクアオバズク

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ／ ○ ○ ／

○

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ／ ○ ○ ／

○

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ △

小 栗 歯 科
○ ○ ○ ○ ○ △
○ ○ ○ ○ ○ △

×
×

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ※ 休 ○ ※

休
休
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興
居
島
へ
妻
と
愛
犬
、
釣
り

竿
一
本
提
げ
移
住
し
て
き
た
の

が
十
四
年
前
。
島
で
は
多
く
の

方
と
知
り
合
い
、
両
手
の
指
以

上
の
知
人
と
の
別
れ
が
あ
り
、

ど
の
方
も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。
直
近
で
は
心
が
凍
り
付
く

別
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
前
住
地

の
大
阪
か
ら
連
れ
添
っ
て
く
れ

た
愛
犬
が
突
然
永
い
眠
り
に
つ

い
た
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
都
合
に
付
き
合
わ

せ
、
生
ま
れ
故
郷
を
遠
く
離
れ

た
こ
の
地
で
の
生
活
を
強
い
て

し
ま
い
悪
か
っ
た
と
思
い
つ
つ

も
彼
と
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

日
々
の
暮
ら
し
の
あ
れ
こ
れ
を

思
い
巡
っ
て
い
る
う
ち
に
、
自

身
の
心
の
内
に
変
化
が
起
き
て

戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
。
元
来
生

地
へ
の
愛
着
が
薄
く
離
れ
て
住

ま
い
す
る
こ
と
を
望
ん

で
い
た
は
ず
が
愛
犬
の

死
の
現
実
を
目
の
当
た

り
に
し
て
か
ら
望
郷
の

念
が
膨
ら
み
、
こ
の
気

持
ち
を
持
て
余
し
て
お

り
ま
す
。
ミ
カ
ン
山
の

対
面
に
空
港
が
あ
り
発

着
便
の
様
子
が
知
れ
ま

す
。小

型
ジ
ェ
ッ
ト
は
大

阪
便
、
今
の
大
型
は
札
幌
か
東

京
行
き
か
な
と
想
像
た
く
ま
し

く
眺
め
て
い
る
と
段
々
搭
乗
気

分
に
な
り
幼
少
期
暮
ら
し
た
大

阪
や
奈
良
、
転
勤
地
の
札
幌
や

仙
台
な
ど
の
地
方
で
の
生
活
、

家
族
旅
行
で
行
っ
た
先
の
風
景

が
次
々
と
浮
か
び
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

終
の
す
み
か
と
思
い
定
め
て

移
住
し
て
き
た
の
に
思
え
ば
遠

く
に
来
た
も
ん
だ
と
悔
恨
の
情

に
捉
わ
れ
て
い
る
の
か
、
心
翻

っ
て
こ
の
地
を
出
で
て
何
年
か

後
に
ど
こ
か
で
暮
ら
し
て
い
た

ら
、
こ
の
島
の
こ
と
も
懐
か
し

く
思
い
出
し
回
り
灯
篭
の
ひ
と

コ
マ
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
い
ろ
い

ろ
思
い
巡
ら
し
な
が
ら
心
の
整

理
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。

第二泊友会第二泊友会
藤森　建彦藤森　建彦

別れ 思えば遠くへ別れ 思えば遠くへ
私
、
昭
和
十
七
年
生
ま
れ
の

七
十
八
歳
、
松
山
市
東
野
六
丁

目
に
住
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
（
令
和
二
年
）
の
天
皇

誕
生
日
を
第
一
日
と
し
て
、
淡

路
ヶ
峠
（
青
い
空
坊
ち
ゃ
ん
コ

ー
ス
約
一
、〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

に
一
年
二
八
〇
日
以
上
の
登
頂

の
目
標
を
達
成
し
、
今
年
は

三
〇
〇
日
登
頂
を
目
標
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

淡
路
ヶ
峠
は
標
高
二
七
三
メ

ー
ト
ル
、
眼
下
に
は
松
山
城
を

中
心
に
、
松
山
市
の
美
し
い
眺

め
が
味
わ
え
る
山
頂
に
あ
り
ま

す
。歴

史
的
に
み
る
と
四
〇
〇

年
ほ
ど
前
の
天
正
年
間

（
一
五
七
三
〜
一
五
九
二
年
）

道
後
湯
築
城
の
砦
で「
淡
路
城
」

と
呼
び
、
城
主
は
河
野
通
直
の

家
臣
、
林
淡
路
守
通
起
（
明
治

の
元
勲
で
初
代
総
理
大
臣
の
伊

藤
博
文
公
は
十
一
代
目
の
子
孫

に
当
た
り
ま
す
）。

こ
の
淡
路
ヶ
峠
は
桑
原
小
学

校
の
校
歌
に
、「
淡
路
が
と
う

に
朝
日
映
え
」
と
歌
わ
れ
る
よ

う
に
、
桑
原
地
区
の
貴
重
な
財

産
で
あ
り
、
史
跡
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
淡
路
ヶ
峠
に
は
登
頂

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
、

㈠
ガ
ン
バ
る
赤
シ
ャ
ツ
コ
ー
ス

（
砂
防
ダ
ム
【
八
八
〇
メ
ー

ト
ル
】）

㈡
青
い
空
坊
ち
ゃ
ん
コ
ー

ス
（
桑
原
中
学
校
う
ら
一
、

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

㈢
ゆ
っ
た
り
マ
ド
ン
ナ
コ

ー
ス
（
ダ
ム
奥
駐
車
場

【
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
】）

の
三
コ
ー
ス
が
あ
り
、
桑
原
中

学
校
は
じ
め
松
山
東
雲
女
子

大
学
、
同
短
期
大
学
、
桑
原
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど

協
力
し
、
桜
苗
一
、〇
〇
〇
本

の
植
樹
、
登
山
道
の
整
備
、
峠

の
展
望
台
の
補
修
、
整
備
な
ど

定
期
的
に
実
施
し
、
登
山
者
の

安
全
安
心
な
ら
び
に
感
謝
の

心
溢
れ
る
登
山
が
で
き
て
い

ま
す
。

最
近
は
登
山
者
も
増
加
傾

向
に
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
で
の
登

山
、
家
族
づ
れ
で
の
登
山
が
目

立
つ
状
況
に
あ
り
、
桑
原
地
区

の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。

東
野
上
く
す
の
き
ク
ラ
ブ

東
野
上
く
す
の
き
ク
ラ
ブ　

和
久　

正
博

和
久

正
博

桑
原
地
区
の
貴
重
な
財
産
淡
路
ヶ
峠

桑
原
地
区
の
貴
重
な
財
産
淡
路
ヶ
峠

諸説ありますが、流しそうめん発祥の地は宮崎県の高千穂町で、暑い夏の野良仕事
の際に野外でそうめんを茹で、竹と高千穂峡の冷水を利用して涼を得た光景から、
思いついたと言われています。また、「流しそうめん」は竹樋流
しですが、テーブルの周りを流れる水流で食べるのは「そうめ
ん流し」と言います。発祥は、鹿児島県指宿市の唐船峡です。
唐船峡の清水は1日10トンも湧出するため、昭和37年に観光
アピールとしてそうめん流しが始まりました。
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家
業
の
掛
軸
屋
の
後
を
継
い

で
四
十
五
年
。
こ
の
間
に
世
の

中
の
環
境
の
変
化
で
、
こ
こ
数

年
は
全
く
掛
軸
の
注
文
は
あ
り

ま
せ
ん
。
住
宅
の
和
室
か
ら
洋

室
へ
の
変
化
が
最
大
の
原
因
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
ま

た
時
代
と
と
も
に
人
々
の
趣
味

趣
向
の
変
化
も
見
逃
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

私
の
父
が
掛
軸
の
販
売
を
始

め
た
の
は
昭
和
三
十
二
年
頃
で

す
。
父
の
友
人
か
ら
「
こ
れ
か

ら
は
新
し
い
家
も
建
つ
し
、
面

白
い
と
思
う
が
や
っ
て
み
な
い

か
」
と
す
す
め
ら
れ
た
の
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
頃
安
い

掛
軸
が
多
く
作
ら
れ
て
い
た
の

は
岐
阜
の
方
で
し
た
。
岐
阜
は

岐
阜
提
灯
の
産
地
で
そ
の
絵
付

を
す
る
職
人
が
多
く
い
た
か
ら

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
絵
柄
の
掛

軸
が
そ
の
頃
一
幅
三
〇
〇
〇
円

ほ
ど
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
月
掛
け
五
〇
〇
円
の
割

賦
で
販
売
し
た
の
で
良
く
売
れ

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
東
京
の
作

家
の
も
の
、
高
価
な
著
名
画
家

の
作
品
も
経
済
成
長
の
波
に
乗

り
売
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。思

い
返
せ
ば
昭
和
五
十
年
代

が
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
掛
軸
の
販
売
で
虎
の
絵
を

買
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
は

後
々
上
客
と
な
っ
て
く
れ
る
方

で
す
。
虎
か
ら
始
ま
り
鯉
花
鳥

山
水
画
を
お
す
す
め
す
る
物
が

続
く
か
ら
で
す
。
ま
た
土
地
柄

に
よ
り
好
み
も
異
な
り
、
総
じ

て
高
知
の
方
で
は
少
し
派
手
な

も
の
、
松
山
で
は
水
墨
画
の
地

味
な
も
の
が
好
ま
れ
ま
し
た
。

平
成
七
年
の
阪
神
淡
路
大
震

災
が
き
っ
か
け
と
な
り
住
宅
の

耐
震
化
が
進
み
ま
し
た
。
そ
の

結
果
住
宅
に
床
の
間
が
な
く
な

り
掛
軸
の
需
要
は
激
減
し
ま
し

た
。
掛
軸
の
需
要
は
減
っ
て
も

過
去
作
ら
れ
た
掛
軸
の
絵
に
は

と
て
も
良
い
物
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
大
観
・
玉
堂
な
ど
大

画
家
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
そ
の
他
の
作
家
で
も
本
当

に
良
い
絵
を
描
か
れ
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。
日
本
文
化
の
一
つ

で
あ
る
掛
軸
を
大
切
に
守
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
私
の
ひ

と
り
言
で
す
。

あ
れ
か
ら
三
十
五
年
。
一
人

息
子
が
大
学
も
終
わ
り
松
山
で

働
く
も
の
と
思
っ
て
い
た
ら
、

知
人
も
な
い
東
京
へ
急
に
行
く

と
自
分
で
決
め
て
す
ぐ
上
京
し

ま
し
た
。
心
配
で
眠
れ
ぬ
、
悩

み
ま
し
た
。
私
も
仕
事
が
あ
り

行
く
こ
と
も
で
き
ず
、
子
ど
も

の
所
へ
出
か
け
な
く
て
も
、
人

に
役
立
つ
、
喜
ん
で
く
れ
る
何

か
と
思
い
四
国
遍
路
の
方
へ
お

接
待
。
巾
着
袋
に
ひ
ょ
う
た
ん

の
カ
ー
ド
（
松
山
の
名
所
、
名

物
を
書
い
て
）
を
入
れ
、
春
の

石
手
寺
で
大
型
バ
ス
三
台
分

一
五
〇
枚
を
配
り
ま
す
。

喜
ん
で
い
た
だ
い
た
方
か

ら
、
お
便
り
を
も
ら
っ
た
り
、

悩
み
の
あ
る
人
も
い
ま
す
。
私

の
宝
物
に
な
る
三
十
五
年
で

す
。そ

の
頃
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
市

と
松
山
市
は
姉
妹
都
市
、
交
流

が
始
ま
り
、
和
紙
人
形
三
十
五

年
贈
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
七
月
九
日
サ
ク
ラ

メ
ン
ト
市
か
ら
来
日
、
新
田

高
校
で
鯉
幟
と
兜
を
手
作
り
交

流
、
日
本
語
で
全
員
が
便
り
を

く
れ
ま
し
た
。

地
区
で
は
小
学
校
の
明
る
い

笑
顔
に
励
ま
さ
れ
、
手
芸
十
八

年
続
け
ま
し
た
。
暖
か
く
な
り

ど
な
た
で
も
、
散
歩
の
寄
り
道

に
手
作
り
し
た
り
、
お
話
し
た

り
し
ま
せ
ん
か
。
材
料
は
あ
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
。

わ
が
町
福
音
寺
町
川
付
地
区

と
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
音
寺
と
言
う
と
お
寺
の
地

名
が
つ
い
て
い
る
の
に
寺
院
の

建
物
が
見
当
た
ら
な
い
。
福ふ

く
い
ん音

っ
て
読
む
と
ま
る
で
キ
リ
ス
ト

教
に
よ
く
使
わ
れ
る
縁
起
の
良

い
言
葉
に
も
思
え
る
し
、
小
学

校
は
福ふ

く
お
ん音

小
学
校
で
寺
を
は
ぶ

い
て
い
ま
す
。

川
付
川
は
、
何
で
川
付
と
な

っ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
桑

原
方
面
に
源
泉
が
あ
り
こ
の
地

区
で
は
、
子
ど
も
の
頃
は
大
川

と
言
っ
て
川
幅
が
広
く
、
改
修

工
事
完
了
ま
で
は
、
大
雨
が
降

る
た
び
に
田
が
見
渡
す
限
り
海

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
川

は
、
小
野
川
・
重
信
川
と
合
流

し
海
へ
と
流
れ
て
、
伊
予
国
風

土
記
に
よ
る
と
こ
の
川
を
通
し

て
海
外
の
文
化
や
物
流
の
拠
点

に
な
っ
て
久
米
地
区
の
発
展
に

大
切
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
横
に
伊
予
三
山
で
あ
る

土
亀
山
が
あ
り
正
岡
子
規
が
亀

が
は
い
つ
く
ば
っ
て
い
る
よ
う

な
山
だ
と
明
治
二
十
五
年
に

「
凩
に
は
ひ
つ
く
ば
る
や
土
亀

山
」
明
治
二
十
八
年
に
は
、「
し

く
る
る
や
右
は
亀
山
星
が
岡
」

と
二
句
の
俳
句
も
詠
ん
で
い
ま

す
。ま

た
明
治
二
十
三
年
に
は
、

漢
詩
星
岡
懐
古
も
あ
り
、
当

川
付
地
区
も
訪
れ
て
明
治

二
十
三
年
か
ら
二
十
八
年
に

か
け
て
俳
句
漢
詩
を
詠
ん

で
い
ま
す
。
正
岡
子
規
誕

一
五
〇
周
年
の
と
き
土
亀
山

に
句
碑
を
建
立
、
ぜ
ひ
見
に

来
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、こ
の
土
亀
山
に
は
、

も
う
一
つ
自
慢
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
坂
の
上

の
雲
の
登
場
人
物
で
あ
る
陸

軍
中
将
の
仙
波
太
郎
の
先
祖

の
墓
所
も
あ
り
ま
す
。

福
音
地
区
ふ
る
さ
と
マ
ッ

プ
の
案
内
看
板
は
、
旧
川
付

分
館
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
下
記
の
Q
R
コ
ー

ド
で
検
索
す
る
と
除
幕
式
の

様
子
や
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が

た
く
さ
ん
あ
り
散
策
す
る
の

に
役
立
ち
ま
す
。

し
い
の
み
ク
ラ
ブ

し
い
の
み
ク
ラ
ブ

石
住　

時
子

石
住

時
子

私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
十
五
年

私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
十
五
年

東
野
下
柏
ク
ラ
ブ

東
野
下
柏
ク
ラ
ブ

高
橋　

弓
人

高
橋

弓
人

掛
軸
屋
の
ひ
と
り
言

掛
軸
屋
の
ひ
と
り
言

川付つくし会川付つくし会
会長会長　仙波　修一　仙波　修一

わが町の紹介わが町の紹介

①平成 30 年 4 月 13 日に土
亀山において正岡子規生誕
150 周年を記念して、句碑
を建立し除幕式を行いまし
た、愛媛 CATV が収録した
タウンニュースが YouTube

で観ることが
できます。

②正岡子規が土亀山について
詠んだ俳句があり、小説「坂
の上の雲」の登場人物で、秋
山好古と陸軍大学校の同期で
ある仙波太郎（陸軍中将）の
墓所などもあります。

③福音校区ふる
さとマップで土
亀山、天山、星
岡のことも紹介
しています。

詳しくはQRコード

詳しくはQRコード
詳しくはQRコード

【問い合わせ先】福音寺町川付自治会
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ウ
ソ
も
マ
コ
ト
も
映
し
出
す

鏡
。
頭
髪
に
櫛
を
入
れ
る
た
び

ご
と
に
、
自
分
の
生
き
様
を
フ

ト
思
う
。
鏡
の
中
の
な
ん
と
情

け
な
い
姿
。
面
倒
く
さ
い
と
、

つ
い
鏡
を
「
ミ
ガ
ク
」
こ
と
を

後
回
し
に
し
て
、
そ
れ
で
も
鏡

は
遠
慮
な
く
わ
が
姿
を
写
し
出

す
。
わ
が
顔
を
写
し
出
す
。

今
は
亡
き
母
の
言
葉
を
思
い

出
す
師
走
の
一ひ

と
ひ日
い
つ
も
の
如

く
早
朝
に
ペ
ン
を
持
ち
心
の
赴

く
ま
ま
に
文
章
を
書
く
、
フ
ト

目
の
前
の
三
面
鏡
に
映
る
自
分

の
姿
に
今
さ
ら
な
が
ら
唖
然
と

す
る
。
洗
顔
前
の
頭
髪
に
ま
だ

櫛
の
入
ら
ぬ
頭
の
…
そ
し
て
ウ

ス
暗
き
老
い
の
顔
、
コ
レ
ま
さ

に
「
老
人
の
顔
」
…
で
あ
る
。

わ
が
人
生
こ
ん
な
は
ず
で
は
な

か
っ
た
と
情
け
な
き
オ
ノ
レ
の

姿
に
。

今
、
生
あ
ら
ば
キ
ッ
ト
怒
鳴

る
父
が
い
た
は
ず
…
と
、
何
事

も
口く

ち

ウ
ル
サ
イ
父
で
あ
っ
た
が

白
髪
に
は
合
わ
ぬ
と
し
ま
い
込

む
カ
ラ
ー
の
衣
を
取
り
出
し
着

て
み
る
。
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
く

一
人
悦
に
入
る
。
す
る
と
不
思

議
や
心
ま
で
も
晴
れ
晴
れ
と
す

る
。
そ
う
だ
も
う
す
ぐ
桜は

な

の
咲

く
こ
ろ
バ
ア
バ
も
負
け
じ
と
華

を
咲
か
せ
た
い
も
の
よ
…
と
。

「
そ
こ
に
あ
る
で
は
な
い
か
、

ペ
ン
を
持
ち
さ
ま
ざ
ま
と
綴
る

言
の
葉
が
あ
る
で
は
な
い
か
」

…
と
独
り
言
。「
幸
」
と
言
う

文
字
も
程
よ
く
書
け
る
。「
愛
」

と
言
う
文
字
も
迷
わ
ず
書
け

る
。
そ
し
て
「
恋
」
と
言
う
文

字
も
大
き
く
書
け
る
。
子
、孫
、

ひ
孫
に
囲
ま
れ
て
の
声
を
張
り

上
げ
て
の
大
笑
い
。
こ
れ
こ
そ

が
「
幸
」
で
あ
る
と
。

何
事
も
行
き
詰
ま
れ
ば
、
鏡

の
中
の
自
分
を
見
る
。
そ
ん
な

亡
き
母
の
い
つ
も
の
声
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
な
。

人
間
、
苦
労
の
無
い
人
生
な

ん
て
。
他ひ

と人
さ
ま
の
苦
労
、
傷

み
を
思
う
こ
と
の
で
き
な
い
小

さ
な
魂
に
は
な
り
た
く
な
い
も

の
、
と
。

「
み
ん
な

み
ん
な

笑
っ
て

笑
っ
て

生
き
て

行
こ
う

笑
う
門
に
は

福
来
た
る
…

で
し
ょ
」

♪
花
摘
む
野
辺
に
陽
は
落
ち

て
み
ん
な
で
肩
を
組
み
な
が
ら

歌
を
唄
っ
て
…

懐
か
し
い
で
す
ね
、
み
ん
な

こ
の
歌
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け

て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

私
は
昨
年
後
期
高
齢
者
と
な

っ
た
の
を
機
に
老
人
会
に
入
り

ま
し
た
が
、
行
事
は
何
回
も
中

止
に
な
り
、
何
も
分
か
ら
な
い

ま
ま
で
い
る
新
人
で
す
。
年
輪

を
重
ね
、
世
の
中
の
こ
と
は
何

で
も
分
か
っ
た
よ
う
に
思
い
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
何
も
分
か

っ
て
な
い
の
が
現
実
で
す
。
人

生
は
生
き
て
い
る
間
は
、
勉
強

と
修
業
で
す
ね
。

し
か
し
、
人
間
の
知
識
や
知

恵
は
、
世
の
中
の
た
め
に
使
い

命
は
人
の
た
め
に
使
う
も
の
と

信
じ
て
い
ま
す
。
私
の
初
心
と

い
う
の
は
原
点
・
出
発
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
い
つ
初
心
に
帰

る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
「
今

で
し
ょ
」。
年
輪
は
重
ね
ま
し

た
が
、
今
一
度
新
し
い
気
持
ち

で
皆
さ
ん
の
た
め
に
少
し
で
も

役
立
つ
こ
と
を
や
っ
て
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。高

齢
者
が
激
増
す
る
中
で
、

会
員
さ
ん
は
減
少
傾
向
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
門
戸
を
開
き
、

来
る
者
は
拒
ま
ず
、
去
る
者
は

追
わ
ず
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
差
別

の
目
で
見
る
こ
と
な
く
い
ろ
い

ろ
な
人
た
ち
、
そ
れ
は
、
順
風

満
帆
な
人
、
困
り
事
や
不
安
を

持
っ
て
い
る
人
、
波
風
の
立
た

な
い
環
境
で
た
だ
な
ん
と
な
く

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
人
。
な

ど
な
ど
。
さ
ら
に
は
名
誉
、
地

位
、
過
去
な
ど
関
係
な
く
集
ま

っ
て
も
ら
っ
て
全
く
平
等
の
場

で
陰
口
も
な
く
楽
し
く
過
ご
し

た
い
で
す
。

皆
さ
ん
の
笑
顔
で
ホ
ッ
と
す

る
と
同
時
に
、
勇
気
と
気
力
が

湧
い
て
き
ま
す
。
と
に
か
く
集

ま
っ
た
人
の
笑
顔
が
絶
え
ま
な

い
所
で
私
は
一
種
の
桃
源
郷
の

よ
う
な
所
と
感
じ
出
席
す
る
日

が
楽
し
み
で
す
。

さ
ら
に
は
防
災
活
動
、防
犯
、

交
通
安
全
、
困
り
事
解
決
な
ど

少
し
で
も
役
立
て
た
ら
幸
せ
で

す
。と
に
も
か
く
に
も
笑
顔
を
。

「
二
コ
ッ
」

年
度
末
に
な
り
、
桜
だ
よ
り

が
聞
こ
え
る
三
月
、
夫
は
定
年

退
職
後
、
民
生
委
員
六
年
、
長

生
会
長
、
三
年
。
そ
の
間
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
…
と
ス
ポ
ー
ツ
も
元
気
で

活
躍
し
て
い
た
。
新
し
い
こ
と

に
も
挑
戦
し
張
り
切
っ
て
い

た
、
そ
の
矢
先
、
昨
年
九
月
に

病
院
で
受
け
た
検
査
で
が
ん
の

病
気
が
二
ヵ
所
見
つ
か
り
、
年

末
年
始
に
か
け
て
、
大
手
術
を

し
た
。
そ
の
後
、食
欲
も
出
ず
、

体
重
が
十
五
㎏
以
上
減
少
し
、

気
力
、
そ
し
て
体
力
に
自
信
を

失
い
、
家
で
引
き
こ
も
り
生
活

が
続
い
た
。
責
任
感
の
強
い
夫

は
、
会
長
を
今
期
で
辞
る
決
心

を
私
に
告
げ
、
役
員
に
依
頼
し

共
に
奔
走
し
た
。

急
だ
っ
た
の
で
思
う
よ
う
に

は
い
か
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は

谷
町
長
生
会
が
存
続
で
き
な
い

？
と
思
い
途
方
に
暮
れ
て
い

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
会
長
代

理
代
行
を
し
て
く
れ
る
人
が
で

き
た
。
二
人
で
話
し
合
い
、
即

座
に
今
ま
で
通
り
会
長
を
引
き

受
け
、
会
を
続
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。〝
や
る
気
〞
が
出
て
、

早
速
ペ
ン
を
握
り
総
会
資
料
作

成
を
行
い
、
続
い
て
新
役
員
も

ス
ム
ー
ズ
に
決
ま
り
、
久
し
ぶ

り
に
夫
の
笑
顔
を
見
た
。

〝
一
緒
に
協
力
す
る
よ
〞
と

言
う
と
、
無
言
で
う
な
ず
い
て

く
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
二
人
三

脚
で
新
し
い
会
長
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
す
る
日
が
来
る
こ
と
を
願

っ
て
毎
日
を
大
切
に
生
き
た

い
。我

家
の
近
く
で
畑
を
借
り
て

野
菜
を
作
り
を
し
て
い
た
が
体

調
が
悪
か
っ
た
の
で
荒
れ
放
題

だ
っ
た
。
子
ど
も
や
孫
が
見
か

ね
て
耕
し
、
見
事
に
大
変
身
。

じ
ゃ
が
い
も
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

人
参
、
ホ
ウ
レ
ン
草
と
植
え
、

種
を
ま
き
、
そ
れ
が
や
が
て
芽

が
出
て
葉
と
な
り
実
に
な
っ
て

倉
庫
に
並
ぶ
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
。
今
夜
は
夫
の
好
き
な

日
本
酒
で
乾
杯
！

や
る
気

や
る
気

谷
町
長
生
会

谷
町
長
生
会　

古
鎌
シ
ナ
子

古
鎌
シ
ナ
子

年輪と初心年輪と初心

居相寿齢会居相寿齢会
藤田　　洋藤田　　洋

　

去
年
四
月
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

去
年
四
月
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
総
会
も
で
き
て
お
り
ま
せ

で
総
会
も
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。
多
数
の
信
任
を
得
な
い
ま

ん
。
多
数
の
信
任
を
得
な
い
ま

ま
、
会
長
職
を
引
き
受
け
て
、

ま
、
会
長
職
を
引
き
受
け
て
、

一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
前
任
者

一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
前
任
者

の
よ
う
に
、
立
派
に
勤
ま
っ
て

の
よ
う
に
、
立
派
に
勤
ま
っ
て

い
る
か
ど
う
か
不
安
で
す
が
、

い
る
か
ど
う
か
不
安
で
す
が
、

会
員
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

会
員
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
精
い
っ
ぱ
い
前
に
進
ん
で

い
て
精
い
っ
ぱ
い
前
に
進
ん
で

お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま

お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま

り
、
本
来
の
や
よ
い
会
、
会
動

り
、
本
来
の
や
よ
い
会
、
会
動

が
早
く
で
き
ま
す
よ
う
願
っ
て

が
早
く
で
き
ま
す
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

〝
初
鳴
き
の
庭
の
鶯
ま
だ
音
痴

〝
初
鳴
き
の
庭
の
鶯
ま
だ
音
痴
〞〞

（
作
者
不
詳
）

（
作
者
不
詳
）

今
後
に
ご
期
待
を

今
後
に
ご
期
待
を

や
よ
い
会
高
齢
者
ク
ラ
ブ

や
よ
い
会
高
齢
者
ク
ラ
ブ　

一
色　

常
義

一
色

常
義

和泉南双葉会和泉南双葉会
福田 まゆみ福田 まゆみ

鏡鏡
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官
行
私
曲
失
時
悔

富
不
検
用
貧
時
悔

芸
不
少
学
過
時
悔

見
事
不
学
用
時
悔

酔
発
狂
言
醒
時
悔

安
時
不
将
息
病
時
悔

最
近
コ
ロ
ナ
の
関
係
も
あ

り
、
朝
食
後
ぼ
ん
や
り
と
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
多
い
。
庭
の

草
花
を
眺
め
た
り
、
鯉
に
餌
を

与
え
た
り「
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
」

的
な
気
分
に
な
る
。
現
在
、
床

の
間
に
は
文
人
画
と
漢
詩
の
軸

が
掛
か
っ
て
い
る
が
、
改
め
て

よ
く
見
る
と
後
悔
の
項
目
ら
し

い
。
古
文
書
に
詳
し
い
友
人
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
意
味
が
大
体

判
明
し
た
の
で
紹
介
す
る
こ
と

に
し
た
。
作
者
は
朱
子
学
の
大

家
「
司
馬
温
公
」
で
六
つ
の
後

悔
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
人

生
の
知
恵
の
悔
い
改
め
ご
と
を

早
期
に
悟
る
こ
と
を
指
示
し
て

い
る
も
の
で
、
現
在
の
人
に
も

考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
あ

る
。

①
官
は
私
利
、私
欲
に
ふ
け
り
、

臣
を
苦
し
め
る
と
身
を
滅
ぼ

す
②
金
や
位
の
あ
る
者
が
財
を
使

い
無
駄
な
出
費
を
す
る
と
落

ち
ぶ
れ
る

③
芸
は
若
い
時
に
多
く
学
ぶ
べ

き
で
、
時
代
遅
れ
は
後
悔
す

る

④
若
い
時
に
学
問
を
し
な
い

と
、
老
い
て
恥
を
か
く

⑤
酔
っ
払
い
、
暴
言
を
発
し
目

を
覚
ま
す
と
後
悔
す
る

⑥
少
し
痛
み
を
見
た
と
き
、
早

く
養
生
せ
ず
大
病
と
な
り
後

悔
す
る

経
済
、
政
治
を
は
じ
め
、
生

活
全
般
に
わ
た
り
不
安
定
な
世

情
の
現
在
、
わ
れ
わ
れ
は
今
何

を
す
べ
き
か
、
自
問
自
答
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
か
つ
て

私
は
中
国
四
川
省
の
奥
地
で
渓

流
を
い
か
だ
で
下
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
両
岸
に
そ
そ
り
立
つ

奇
岩
、
巨
岩
の
中
腹
に
建
つ
小

寺
院
の
数
々
を
見
た
と
き
、
誰

が
な
ん
の
た
め
に
、
あ
の
よ
う

な
所
に
作
っ
た
の
か
、
不
思
議

に
思
っ
た
。
も
し
か
し
た
ら
月

明
り
の
中
、
聖
人
た
ち
が
集
ま

り
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
論

じ
合
っ
た
の
で
は
と
悠
久
の
世

界
に
思
い
を
馳
せ
る
と
、
心
洗

わ
れ
る
思
い
に
な
っ
た
。

㊟
司
馬
光
＝
一
〇
一
九
ー
一
〇
八
六

中
国
北
宋
時
代
の
儒
学
、
歴

史
、
政
治
家
、
朝
廷
に
重
用
さ

れ
、「
温
国
公
」
の
爵
位
を
贈

ら
れ
た
。
歴
史
書「
資
治
通
鑑
」

の
編
者
と
し
て
著
名
。

束
本
福
寿
会

束
本
福
寿
会　

兵
頭　

德
彦

兵
頭

德
彦

司
馬
温
公
六
悔
之
銘

司
馬
温
公
六
悔
之
銘

稚
拙
な
俳
句
に
か
わ
り
下
手

な
文
章
を
書
い
て
み
る
こ
と
に

し
た
。
締
切
り
前
に
、
お
ひ
と

り
さ
ま
老
後
。

ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
、
一
寸

先
は
闇
。
天
災
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
。
今
ま
で
松
山
に

生
ま
れ
育
ち
そ
れ
ほ
ど
災
害
に

遭
っ
た
記
憶
は
な
い
と
思
う
が

（
戦
後
生
ま
れ
な
の
で
）。
し
か

ー
し
地
球
規
模
の
戦
い
、
人
類

V
S
新
型
ウ
イ
ル
ス
、
つ
い
に

遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
。
日
々
の

テ
レ
ビ
報
道
、
新
聞
、
コ
ロ
ナ

感
染
者
の
数
、
す
さ
ま
じ
い

も
の
で
す
。
そ
り
ゃ
大
都
会

の
人
波
す
ご
い
で
す
か
ら
、
そ

し
て
マ
ス
ク
生
活
一
年
越
し
、

G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
も
消
え
、

第
三
波
に
備
え
「
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
」
適
用
、
今
現
役

の
人
は
大
変
で
す
よ
。
私
ら
年

金
生
活
者
は
、
旅
行
予
約
し
て

た
の
が
中
止
、
残
念
！
で
す

か
ら
。
す
み
ま
せ
ん
。

日
帰
り
旅
も
も
っ
と
行
っ
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
。
元
気
な
と

き
に
。
今
や
体
力
の
衰
え
、
歩

く
の
も
し
ん
ど
い
。
あ
ち
こ
ち

痛
み
も
あ
る
。
ほ
ぼ
自
粛
生
活

と
は
い
え
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通

っ
て
る
ん
で
す
よ
、
も
う
十
年

ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。
若
く
は

つ
ら
つ
と
し
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
昼
過
ぎ
に
行
き
、
な
ん
だ

か
ん
だ
し
て
風
呂
と
マ
ッ
サ
ー

ジ
し
て
夕
方
帰
宅
。
は
い
、
一

日
終
了
。

そ
の
他

①
中
国
・
韓
国
時
代
劇
の
テ
レ

ビ
鑑
賞
、
ス
ケ
ー
ル
が
違
い

ま
す
ね
。
あ
の
時
代
、
日
本

は
弥
生
時
代
と
か
。

②
図
書
館
で
読
書
。

③
ス
マ
ホ
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
見

る
、
旅
番
組
、
好
き
な
落
語

家
の
話
芸
を
楽
し
む
。

以
上
、
お
気
楽
な
老
後
の
つ

ぶ
や
き
。
で
も
一
人
も
大
変
な

ん
で
す
よ
。
汗
水
垂
ら
し
働
い

て
や
っ
と
年
金
生
活
な
ん
で
す

か
ら
。
み
ん
な
そ
う
で
す
ね
。

おひとりさま老後おひとりさま老後

来住町寿会来住町寿会
柳田　悦子柳田　悦子

今
年
の
八
月
七
十
六
回
目
の

終
戦
記
念
日
を
迎
え
る
が
、
戦

時
中
の
こ
と
を
知
ら
な
い
会
員

の
方
々
に
「
何
か
の
ご
参
考
に

な
れ
ば
」
と
思
い
た
ち
表
題
に

つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。

昭
和
二
十
年
二
月
、
十
八
歳

で
徴
兵
検
査
を
受
け
「
第
一
乙

種
」
に
合
格
し
た
。
二
カ
月
後

「
迫
撃
兵
」
と
し
て
四
月
十
五

日
善
通
寺
の
部
隊
へ
入
営
せ
よ

と
召
集
令
状
が
届
い
た
。
兵
役

は
国
民
の
義
務
「
つ
い
に
来
た

か
」
と
冷
静
に
受
け
入
れ
た
。

青
年
団
の
女
性
が「
千
人
針
」

を
男
性
が
「
寄
せ
書
き
」
を
作

り
頂
い
た
。
出
発
の
前
日
ご
先

祖
さ
ま
の
墓
参
を
し
、
自
宅
近

く
の
軍
神
を
祭
る
「
正
八
幡
神

社
」
で
神
主
さ
ん
に
武
運
長
久

祈
願
を
し
て
も
ら
い
、
夜
は
自

宅
で
親
戚
や
友
人
ら
に
盛
大
に

壮
行
会
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

出
発
日
、
十
四
日
朝
、
入
浴

を
し
て
心
身
を
清
め
千
人
針
を

腹
に
巻
き
、
国
防
色
の
国
民
服

を
着
て
戦
闘
帽
を
被
り
、
寄
せ

書
き
を
巻
い
て
肩
に
か
け
「
行

っ
て
き
ま
す
」
と
両
親
に
あ
い

さ
つ
、
母
は
泣
き
な
が
ら
「
体

に
気
を
つ
け
よ
」
と
、
父
も
涙

な
が
ら
に
「
神
様
が
守
っ
て
く

だ
さ
る
」
と
、
ふ
と
思
っ
た
。

村
内
で
も
大
勢
出
征
し
て
い
る

が
元
気
で
帰
還
し
た
人
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
。
今
生
の
別
れ
に

な
る
か
と
思
う
と
言
葉
な
く
う

な
づ
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

六
時
に
家
を
出
発
、
二
十
名

あ
ま
り
の
人
々
が
同
行
し
て
く

れ
、
軍
歌
を
歌
い
な
が
ら
歩
い

て
六
㎞
先
の
村
境
に
到
着
し

た
。
そ
こ
に
は
大
勢
の
見
送
り

の
人
々
に
驚
き
感
謝
感
激
で
あ

っ
た
。
台
に
上
が
り
村
長
か
ら

激
励
を
受
け
、
自
分
は
身
命
を

捧
げ
戦
っ
て
き
ま
す
と
誓
い
、

万
歳
万
歳
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
故
郷
を
後
に
し
た
。

善
通
寺
で
新
兵
教
育
を
受

け
、七
月
に
は
高
知
県
へ
移
動
。

本
土
決
戦
に
備
え
て
海
岸
近
く

の
山
で
地
下
壕
造
り
を
し
て
い

た
が
八
月
に
日
本
は
降
伏
し
終

戦
と
な
っ
た
。

こ
の
時
は
悔
し
涙
と
と
も
に

「
こ
れ
で
家
へ
帰
れ
る
」
と
喜

び
も
あ
っ
た
。
九
月
十
日
復
員

両
親
は
喜
び
の
涙
で
迎
え
て
く

れ
た
。
翌
年
に
は
兄
二
人
も
南

方
か
ら
帰
っ
た
。
一
家
三
人
全

員
が
生
還
で
き
た
の
は
氏
神
様

の
お
か
げ
と
父
は
感
謝
し
て
い

た
。父

が
書
き
残
し
た
「
お
餞
別

受
け
帳
」
に
は
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
方
々
ま
で
の
名
前
が
記
さ

れ
て
い
る
。
当
時
の
人
々
は
出

征
兵
士
に
感
謝
を
し
て
生
還
を

祈
願
し
温
か
く
見
送
っ
て
い
た

だ
い
た
証
し
だ
ろ
う
。

戦
争
の
た
め
生
活
物
資
も
欠

乏
し
、
衣
類
や
、
一
部
の
食
品

も
配
給
制
と
な
り
不
自
由
で
質

素
な
生
活
が
続
い
た
が
、
お
互

い
に
分
か
ち
合
い
、
支
え
助
け

合
っ
て
苦
楽
を
共
に
し
て
過
ご

し
た
。
自
律
、
感
謝
、
思
い
や

り
の
心
は
豊
か
で
あ
っ
た
と
切

に
思
う
。

南
梅
本
天
寿
会

南
梅
本
天
寿
会

佐
伯　
　

恒

佐
伯　
　

恒
（
九
十
五
歳
）

（
九
十
五
歳
）

太
平
洋
戦
争
出
征
時
の
思
い
出

太
平
洋
戦
争
出
征
時
の
思
い
出
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会員文芸会員文芸

東
鷹
の
子
清
風
会

井
原

西
城

ポ
ン
菓
子
の
懐
し
き
音
大
西
日

一
日
ド
ッ
ク
心
も
癒
え
て
お
で
ん
酒

椿
咲
く
寺
の
境
内
喫
煙
所

南
久
米
ク
ロ
ー
バ
ー
の
会

水
沼

節
子

健
や
か
な
日
々
の
尊
し
木
の
芽
風

さ
く
ら
さ
く
ら
紙
面
の
中
に
桃
源
郷

昴
然
と
空
仰
ぎ
見
る
鉄
線
花

南
久
米
ク
ロ
ー
バ
ー
の
会

中
村
惠
美
子

垣
根
ご
し
に
交
す
挨
拶
梅
の
花

つ
く
し
ん
ぼ
は
な
し
弾
ん
で
を
り
に
け
り

雪
の
山
春
告
鳥
の
下
り
て
来
る

南
久
米
ク
ロ
ー
バ
ー
の
会

平
井

恭
子

夕
餉
に
と
届
く
零む

余か

子ご

に
母
の
顔

冬
ざ
れ
の
無
人
の
駅
に
夕
日
差
す

花

い
た
ず
ら
の
風
姿
変
え

下
刈
屋
わ
か
や
ぎ
会

江
戸

昭
夫

万
緑
へ
ア
ン
パ
ン
マ
ン
列
車
吸
込
ま
れ

降
り
そ
め
し
飛
燕
の
田
面
甦
へ
り

結
納
の
日
取
も
決
り
風
薫
る

星
岡
寿
楽
会

池
田

眞
弓

春
暖
や
居
付
い
た
猫
を
許
す
気
に

甘
く
煮
て
人
参
嫌
い
へ
母
の
愛

星
岡
寿
楽
会

伊
勢
加
代
子

コ
ロ
ナ
禍
で
老
も
若
き
も
寝
正
月

ほ
ろ
苦
き
蕗
の
薹
か
な
祖
母
の
昧

星
岡
寿
楽
会

稲
田

恭
一

父
母
の
墓
空
に
溶
け
こ
む
入
彼
岸

ま
る
ま
る
と
日
の
受
皿
や
蕗
の
薹

星
岡
寿
楽
会

稲
谷

吉
彦

会
食
も
ま
ま
に
な
ら
な
い
彼
岸
か
な

啓
蟄
や
幼
児
の
広
場
混
み
合
え
り

星
岡
寿
楽
会

坂
本
千
惠
子

老
い
て
な
ほ
父
母
恋
し
紫
木
蓮

ほ
が
ら
か
に
暮
ら
す
余
生
や
梅
真
白

星
岡
寿
楽
会

白
田

雄
飛

庭
先
の
梅
は
鳥
呼
び
人
も
呼
び

こ
の
道
は
故
郷
に
行
く
蕗
の
薹

星
岡
寿
楽
会

須
内
ヨ
シ
コ

雪
ど
け
を
待
っ
て
い
た
の
か
蕗
の
薹

友
の
庭
蝋
梅
香
れ
ど
三
回
忌

星
岡
寿
楽
会

竹
吉　
　

章

た
ふ
た
ふ
と
春
呼
ぶ
宮
の
太
鼓
鳴
る

辛
口
の
地
酒
に
よ
ろ
し
蕗
の
た
う

星
岡
寿
楽
会

橋
本

富
子

静
寂
に
収
束
願
う
椿
さ
ん

浅
緑
盛
り
上
が
り
た
る
蕗
の
と
う

星
岡
寿
楽
会

日
野　
　

勲

良
薬
に
優
る
味
あ
り
蕗
の
薹

木
蓮
の
栄
華
の
名
残
踏
み
難
し

星
岡
寿
楽
会

渡
辺
ク
二
コ

手
袋
で
命
を
救
ふ
医
者
の
手
や

雨
に
散
る
金
木
犀
の
秋
が
去
る

北
井
門
白
山
会

岸
田

千
惠

春
風
に
誘
そ
わ
れ
散
歩
し
た
く
な
る

紅
梅
の
ほ
ん
の
り
香
り
小
鳥
来
る

老
女
で
も
ほ
ん
の
り
化
粧
朧お
ぼ
ろ

月づ
き

古
川
長
寿
会

林　
　

一
孝

去
年
の
土
付
け
て
鍬
立
つ
長
屋
門

山
眼
る
積
木
の
ご
と
き
墓
を
抱
き

雪
被
る
石
鎚
山
の
こ
の
男
振
り

古
川
長
寿
会

田
中

一
雄

火
の
鳥
の
羽
ば
た
く
泉
都
冬
日
和

赤
き
実
に
群
が
る
野
鳥
日
脚
伸
ぶ

蝋
梅
や
隣
り
の
家
の
狭
き
庭

古
川
長
寿
会

白
石
泰
一
郎

色
あ
ふ
る
成
人
の
日
の
城
下
町

古
里
を
覆
ふ
朝
日
や
初
山
河

侘
助
の
一
輪
客
間
清
み
に
け
り

古
川
長
寿
会

池
内
五
十
鈴

荒
海
を
蹴
立
て
飛
び
立
つ
鳰
一
羽

冬
麗
や
靴
下
の
穴
か
が
る
婆

歩
を
合
せ
夫
と
歩
む
背
寒
夕
焼

古
川
長
寿
会

今
村

律
子

御
飾
り
を
燃
し
て
祈
願
の
丑
の
年

托
鉢
や
マ
ス
ク
の
ま
ま
に
唱
ふ
経

湯
ざ
め
く
る
母
屋
の
遠
き
貰
ひ
風
呂

古
川
長
寿
会

今
村

昭
江

参
拝
の
途
絶
え
古
刹
や
山
眠
る

箒
目
の
清
々
し
さ
や
落
葉
掻

立
ち
姿
凛
と
顔
見
せ
白
水
仙

古
川
長
寿
会

國
光

重
子

降
り
続
く
山
里
既
に
雪
化
粧

あ
れ
こ
れ
と
具
材
炊
き
込
む
お
で
ん
鍋

整
頓
と
整
理
に
ひ
と
日
冬
仕
度

古
川
長
寿
会

寺
坂
ト
シ
子

「
ど
ち
ら
様
」
挨
拶
交
す
マ
ス
ク
顔

雨
上
り
一
群
明
る
き
石
蕗
の
花

ゆ
っ
た
り
と
年
振
り
返
る
柚
子
湯
か
な

古
川
長
寿
会

矢
部

昌
子

花
か
る
た
重
な
り
し
手
に
君
の
笑
み

蜜
柑
摘
む
若
き
助
っ
人
瀬
戸
の
島

祝
ひ
箸
帰
ら
ぬ
子
ら
の
名
前
記
し

古
川
長
寿
会

山
内

仁
美

離
れ
住
む
故
郷
遠
し
蜜
柑
山

冬
ぬ
く
し
育
休
パ
パ
の
子
守
歌

年
の
瀬
や
張
り
扇
叩
く
講
談
師

窪
野
町
高
齢
ク
ラ
ブ

橘　
　

信
子

胎
内
の
や
う
な
夕
空
花
菜
摘
む

山
路
ぬ
ふ
買
物
の
バ
ス
さ
く
ら
咲
く

三
月
の
マ
ス
ク
大
き
く
か
け
に
け
り

土
居
田
高
齢
ク
ラ
ブ

井
上

聖
菊

天
網
の
漁す

な
ど

る
如
き
魚
は
氷
に

睦
月
の
な
ゐ
地
球
ま
ば
た
く
そ
の
ま
に
ま

お
よ
づ
れ
の
思
ひ
の
色
よ
立
葵

小
栗
翁
高
齢
ク
ラ
ブ

橋
本

泰
子

諸し
ょ

葛か
つ

菜さ
い

古
き
手
紙
の
考
の
文
字

減
便
の
バ
ス
時
刻
表
花
疲
れ

廃
校
を
惜
し
ん
で
を
り
ぬ
花
万
朶

吉
田
さ
し
も
も
高
齢
ク
ラ
ブ

大
西

康
之

薫
風
裡
八
十
路
の
足
の
た
め
さ
る
る

新
緑
や
腰
に
ぶ
ら
ぶ
ら
万
歩
計

春
立
つ
や
健
脚
鍛
ふ
G
・
G
ク
ラ
ブ

余
戸
鶴
寿
会

後
藤

三
雄

黄
色
好
き
菜
の
花
ば
か
り
追
い
か
け
る

ハ
ン
カ
チ
を
握
り
締
め
た
る
別
れ
の
日

山
里
の
峠
を
越
え
て
花
便
り

余
戸
鶴
寿
会

福
井

壽
泰

一
年
の
仕
舞
風
呂
な
り
大
晦
日

花
曇
り
陽
の
か
さ
広
げ
一
日
果
つ

老
鶯
の
恋
う
て
渡
る
か
小
倉
山

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

は
な
い
か
だ
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（
次
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

余
戸
鶴
寿
会

三
好
喜
久
子

花
立
て
に
水
な
み
な
み
と
風
光
る

さ
く
ら
実
に
手
押
し
ポ
ン
プ
の
錆
落
と
す

初
つ
ば
め
自
粛
う
な
が
す
町
に
か
な

余
戸
鶴
寿
会

森　
　

陽
一

寒
波
く
る
道
後
平
野
も
呑
み
込
ま
る

姿
よ
く
皿
に
盛
ら
れ
た
焼
栄
螺

お
み
く
じ
を
結
ぶ
小
枝
に
梅
の
花

斎
院
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

中
矢

長
宗

咲
き
充
ち
て
幹
の
冷
た
き
桜
か
な

糸
瓜
忌
や
介
護
ホ
ー
ム
の
小
句
会

米
寿
越
え
先
づ
は
卒
寿
を
目
指
す
秋
思

斎
院
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

伊
藤
恵
美
子

ふ
と
見
れ
ば
足
元
に
菫
凛
と
咲
き

斎
院
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

岩
田

厚
子

吟
行
の
良
き
顔
良
き
声
よ
き
春
ぞ

斎
院
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

久
生　
　

明

山
中
に
か
く
も
芳
わ
し
桃
源
郷

斎
院
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

工
藤
ま
ゆ
み

口
笛
に
う
ぐ
い
す
連
呼
桃
源
郷

斎
院
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

関
谷

昌
子

絶
妙
味
薇
絶
品
舌
鼓

斎
院
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

深
津

健
次

か
く
れ
里
源
平
桃
の
宴
か
な

斎
院
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

本
郷

和
子

花
桃
の
坂
は
天
ま
で
続
く
ら
し

斎
院
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

山
西

哲
子

振
り
向
け
ば
仁
淀
ブ
ル
ー
に
桜
影

中
須
賀
喜
楽
会

新
田
冨
士
子

う
ら
ら
か
や
触
れ
れ
ば
光
り
だ
す
遊
具

初
球
打
つ
春
光
の
旗
五
番

老
い
ゆ
く
な
絡
む
馬
酔
木
の
花
の
微
光

中
須
賀
喜
楽
会

小
西

貴
子

暗
が
り
に
武
者
人
形
と
児
の
寝
息

高
原
の
木
の
実
は
雲
に
触
れ
て
落
つ

存な
が
ら

え
て
丈
を
縫
い
込
む
更こ
ろ
も
が
え衣

吉
藤
長
生
会

渡
部

時
子

雛
飾
る
不
安
だ
ら
け
の
世
に
生
き
て

雛
飾
る
吾
が
還
暦
に
つ
く
り
た
る

権
現
老
年
会

乗
松
ミ
チ
ヨ

藍
湛
ふ
水
面
彩
ど
る
花
筏

春
の
闇
火
の
鳥
う
か
ぶ
出
で
湯
宿

野
佛
に
鈴
音
の
こ
し
て
徒
遍
路

権
現
老
年
会

井
上
か
ず
子

花
の
夜
や
風
の
悪
戯
小
僧
き
て

古
墳
塚
下
り
て
来
し
よ
り
花
あ
け
び

う
つ
ろ
ひ
の
世
の
隅
ぽ
つ
と
利
久
梅

権
現
老
年
会

石
丸

和
子

夫
介
護
や
う
や
う
慣
れ
て
山
笑
ふ

初
つ
ば
め
傘
寿
の
夢
の
ふ
つ
ふ
つ
と

大
徳
利
に
牡
丹
一
枝
籠
り
を
り

権
現
老
年
会

石
丸

光
子

山
又
山
芽
吹
き
の
空
の
広
が
り
ぬ

登
校
の
弾
む
声
し
て
葱
坊
主

観
音
堂
へ
集
ひ
し
ひ
と
日
春
浅

北
土
居
厚
和
会

丹
下

友
和

コ
ロ
ナ
禍
に
勝
っ
て
五
輪
の
無
事
祈
る

穏
や
か
に
生
き
て
福
福
し
い
顔
に

幸
せ
は
金
持
ち
よ
り
も
友
持
ち
に

北
土
居
厚
和
会

浅
井　
　

保

あ
の
時
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
が
ほ
ん
の
り
と

追
憶
に
ほ
ん
の
り
と
す
る
日
向
ぼ
こ

バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
が
売
で
す
共
白
髪

土
居
高
齢
ク
ラ
ブ

相
原
ミ
サ
ヲ

忖
度
も
過
ぎ
る
と
白
も
黒
と
な
る

赤
飯
と
鯛
が
節
目
の
揃
い
踏
み

四
面
楚
歌
コ
ロ
ナ
絆
を
弄
も
て
あ
そ

び

大
浦
寿
高
齢
ク
ラ
ブ

大
濱
み
つ
え

ひ
と
声
が
老
い
の
心
に
灯
を
点
す

断
捨
離
を
勿
体
無
い
が
邪
魔
を
す
る

来
し
方
の
景
色
は
み
ん
な
あ
か
ね
雲

日
の
出
悠
遊
ク
ラ
ブ

佐
伯

順
子

「
る
ん
る
ん
」
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
プ
ラ
の
風
車

色
鮮
や
か
に
音
立
て
ま
は
る

「
る
ん
る
ん
」
の
子
四
つ
竹
を
打
ち
踊
る

「
よ
さ
こ
い
節
」
で
吾
が
誕
生
日

応
へ
く
る
言
葉
は
無
も
手
を
握
り

話
せ
ば
頷
く
「
る
ん
る
ん
」
の
子
等

星
岡
寿
楽
会

鈴
木

勝
子

木
枯
し
に
負
け
じ
と
幹
に
し
が
み
つ
く

イ
チ
ヂ
ク
の
葉
の
命
い
つ
迄

落
葉
沈
む
流
れ
の
先
の
白
き
泡

哀
し
気
に
見
る
鯉
亀
の
群
れ

久
方
に
慈ジ

雨ウ

を
恵
ま
れ
澄
む
水
面

よ
ろ
こ
ぶ
鯉
に
し
ば
し
安
ら
ぐ

八
千
代
会

村
上

咲
枝

コ
ロ
ナ
禍
で
死
に
ゆ
く
人
は

「
神
風
突
撃
隊
」
に
似
て
哀
れ
な
る
か
な

ロ
ケ
ッ
ト
で
宇
宙
に
行
け
る
世
の
中
に

「
コ
ロ
ナ
退
治
」
が
叶
は
ざ
り
と
は

「
命
を
守
る
行
動
」
せ
よ
と

「
ま
ん
延
防
止
措
置
」
愛
媛
に
発
令
の
あ
り

権
現
老
年
会

井
上

満
雄
（
詠
月
）

上ル
二
高
縄
山ニ
一

路ハ

入ッ
テ

二
羊
腸ニ
一
樹
影
濃◎
ナ
リ

行
聴テ
二
鳥
語ヲ
一
印ス
二
閑
蹤◎
ヲ

一

遥ニ

望ム

碧
海
三
千
里

瀲

潮
光
斜
照
舂◎
ク

七
言
絶
句
（
上
平
声
二
冬
韻
）

高た
か
な
わ
さ
ん

縄
山
に
上の
ぼ

る

路み
ち

は
羊よ
う

腸ち
ょ
う

に
入
っ
て
樹じ
ゅ

影え
い

濃こ
ま

や
か
な
り

行ゆ
く

々〳
〵

烏ち
ょ
う

語ご

を
聴
い
て
閑か

ん

蹤し
ょ
う

を
印し

る

す

遥は
る

か
に
望
む
碧へ

き

海か
い

三
千
里

瀲れ
ん

潮ち
ょ
う
こ
う
し
ゃ
し
ょ
う
う
す
ず

光
斜
照
舂
く

■
通
釈

曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
登
っ
て
行

く
と
緑
の
樹
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。
鳥
の

さ
え
ず
り
を
き
き
な
が
ら
道
を
登
っ
て
い
っ

た
。
や
っ
と
頂
上
に
た
ど
り
着
き
、
は
る
か

遠
く
ま
で
を
眺
め
る
と
燧
灘
の
光
景
は
素
晴

ら
し
い
。
き
ら
め
き
輝
く
波
の
美
し
さ
に
み

と
れ
て
い
る
う
ち
に
、
日
が
暮
れ
太
陽
が
し

ず
か
に
沈
ん
で
い
っ
た
。

■
語
釈

●
羊

腸
＝
ま
が
り
く
ね
っ
た
さ
ま
。

●
閑

蹤
＝
ま
ば
ら
な
足
跡
。
閑
・
ま
ば
ら
、

蹤
・
足
跡
。

●
三
千
里
＝
遠
く
。
実
数
で
は
な
い
。

●
瀲

＝
日
や
月
の
光
が
水
面
に
き
ら
め

く
さ
ま
。

●
斜
照
舂
＝
太
陽
が
斜
め
に
沈
ん
で
ゆ
く
こ

と
。

会員文芸会員文芸

え
ん

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

茶葉

仏様 いろいろ　 ……明王
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令
和
二
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
、
ほ
と
ん
ど
活
動
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま

も
外
出
す
る
の
が
心
配
で
お
会

い
す
る
こ
と
も
無
く
本
当
に
残

念
で
し
た
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
、
年
三

回
行
っ
て
い
た
誕
生
会
も
中
止

で
し
た
。
こ
の
状
態
が
続
く
と

役
員
さ
ん
も
や
る
気
を
無
く
し

て
お
世
話
を
辞
め
た
い
と
思
っ

て
い
る
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。二

年
間
の
任
期
で
役
員
の
改

選
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
役

員
の
後
継
者
が
い
な
く
な
る
の

で
は
と
非
常
に
心
配
な
状
況
で

す
。
そ
の
中
で
最
近
う
れ
し
い

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

の
会
員
さ
ん
の
お
一
人
が
、
公

園
清
掃
を
何
年
も
続
け
て
い
る

と
の
こ
と
で
公
園
係
り
の
副
会

長
か
ら
公
園
清
掃
の
ご
努
力
に

感
謝
し
て
表
彰
に
推
薦

し
た
い
と
の
連
絡
で
し

た
。
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
入
り
大
変
喜
ん
で
お

り
ま
す
。

私
自
身
も
健
康
の
た

め
に
、
毎
日
一
時
間
の

テ
レ
ビ
体
操
を
続
け
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

会
員
の
皆
さ
ま
も
自
分

で
考
え
、
行
動
を
さ
れ

て
お
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
ク
ラ
ブ

の
活
動
が
始
ま
り
次

第
、
近
況
を
お
聞
き
し

た
い
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
ま
で
お
元
気
で
過
ご

さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
広
が
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら

一
年
が
過
ぎ
た
。
ウ
イ
ル
ス
の

一
部
は
そ
の
姿
を
変
異
株
に
変

え
、
再
び
猛
威
を
振
っ
て
い
る

（
四
月
七
日
現
在
）。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
に
あ
っ
て
令
和
二
年

度
の
連
合
会
の
高
齢
ク
ラ
ブ
活

動
は
ほ
と
ん
ど
中
止
さ
れ
た
。

単
位
会
と
し
て
は
、
活
動
中
止

が
会
員
相
互
の
連
帯
感
の
低

下
、
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
識
の
希

薄
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
避
け

る
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

に
最
大
の
留
意
を
し
な
が
ら
、

次
の
活
動
を
行
っ
た
。

一
つ
は
、
昨
年
八
月
か
ら
毎

週
土
曜
日
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
再
開
し
た
。
毎
回
十
二
名

程
度
の
参
加
を
得
て
、
体
を
動

か
す
こ
と
に
よ
り
精
神
的
ス
ト

レ
ス
解
消
に
努
め
た
。

二
つ
は
、「
小
さ
な
小
さ
な

運
動
会
」
と
名
付
け
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
会
場
を
利
用
し
て

の
ゲ
ー
ム
、
五
種
目
に
二
十
五

名
の
参
加
を
得
て
、
和
や
か
な

ム
ー
ド
の
中
、
開
催
し
た
。

三
つ
は
、
二
年
度
の
最
終
の

事
業
と
し
て
、「
と
べ
動
物
園
」

へ
の
研
修
旅
行
で
あ
る
。
平
均

年
齢
八
十
歳
の
高
齢
者
集
団

二
十
名
、
各
自
何
十
年
ぶ
り
の

動
物
園
、
す
っ
か
り
整
備
さ
れ

た
園
内
、
ペ
ン
ギ
ン
の
愛
ら
し

さ
、
ラ
イ
オ
ン
の
雄
姿
、
キ
リ

ン
・
カ
バ
・
象
そ
し
て
「
シ
ロ

ク
マ
ピ
ー
ス
」
の
巨
大
な
姿
に

感
嘆
。
ま
た
、
園
内
で
は
ア
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
「
と
べ
ズ
ー
ジ
ア

ム
」
に
お
い
て
、
石
村
嘉
成
氏

の
「
等
身
大
象
の
絵
」
の
姿
に

感
動
し
ま
し
た
。

「
え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
」
と

「
と
べ
動
物
園
」
を
結
ぶ
ジ
ッ

プ
ラ
イ
ン
が
開
始
さ
れ
た
が
、

高
齢
者
集
団
に
利
用
の
猛
者
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

動
物
園
の
維
持
管
理
、
職
員

の
方
々
の
動
物
に
対
す
る
愛
情

を
目
の
前
に
し
て
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
の
中
に
生
か
さ
れ
る

も
の
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
一

日
で
し
た
。

※
写
真
は
と
べ
動
物
園
で
の
集

合
写
真
で
す
。

　このたびは、松山市高連機関紙「松
山高連」の発行にあたって広告のご
協賛を賜り、誠にありがとうござい
ました。本紙は超高齢社会において
会員の生きがい、健康、教養を高め
るとともに、会員相互の親睦交流を
願って発刊するものであります。以
上の趣旨をご理解いただき、なにと
ぞ末永くご厚誼・ご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

松山市高齢クラブ連合会

ご協賛各位へ御礼

土
居
田
高
齢
ク
ラ
ブ　

土
居
田
高
齢
ク
ラ
ブ

金
澤　

勝
男

金
澤

勝
男

近
況
報
告
と
思
い
出
の
写
真

近
況
報
告
と
思
い
出
の
写
真

立
花
二
丁
目
寿
会　

立
花
二
丁
目
寿
会

戸
島　

満
義

戸
島

満
義

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

皆
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を

皆
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

◆
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
、随
想
、感
想
文
、

紀
行
文
、近
況
報
告
、郷
土
史
な
ど
。

ま
た
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
詩
な
ど
。

六
〇
〇
字
ま
で
（
様
式
は
自
由
）。

一
人
一
部
門
の
み
。
俳
句
、
短
歌
、

川
柳
は
一
人
三
句
（
首
）
ま
で
。

◆
氏
名
、所
属
ク
ラ
ブ
名
、電
話
番
号
、

住
所
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

手
書
き
原
稿
の
場
合
は
、
楷
書
で

は
っ
き
り
と
お
書
き
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
不

明
な
点
を
お
聞
き
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）。
ま
た
、
写
真
、
関
連
資

料
な
ど
が
あ
れ
ば
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。
紙
面
の
都
合
に
よ
り
文
章

（
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
含
む
）
を
短

縮
、
ま
た
は
次
号
掲
載
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
発
行
予
定

令
和
四
年
一
月
末
日

◆
原
稿
締
切

令
和
三
年
十
月
末
日

◆
投
稿
先

松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
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kourei-club@
eagle.ne.jp

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
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内科・循環器内科・呼吸器内科・消化器内科

サービス付き高齢者向け住宅

ケアセンターとかじ

戸梶内科医院
■グループホーム清風 ■デイサービスセンター和楽
■居宅介護支援事業所とかじ

松山市味酒町1－4－12 （089）931ー5781

松山市味酒町1－9－15 （089）998ー2255

松山市萱町2－4－7 （089）932ー2255
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